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水俣市役所は、環境管理の国際規格
「ISO14001」を自己宣言しています。
再生紙を使用し、両面印刷で枚数を
抑制、その後リサイクルしています。
「広報みなまた」もリサイクルでき
ます。各家庭や事業所などでも、協
力をお願いします。

今月の表紙
春らんまん、桜と菜の花

春らんまんの中尾山公園の桜と菜の

花が見頃になっています。桜と同じ

高さで歩いていけるスカイロードで、

車いすも展望台まで簡単に行けます。

いろいろな小鳥のさえずりを聞きな

がら、お弁当をひろげて見ませんか。

（３月28日撮影）

　　農林水産業の振興
　農業は、基幹作物の生産向上や品質向上を支援し、安心
安全な水俣ブランドの確立、農地の有効利用や農地集積、
地域農業の担い手の育成・確保に努めます。水産業は、水俣
漁師市の継続・拡大、直売所・共同利用施設の整備を強化。
林業は、林業事業体の就業促進活動を支
援するなど活性化に取り組みます。

　　環境モデル都市づくり
　これまでの環境に対する取り組み内容を見直しながら、

より多くの市民・事業者に参加できる活動に発展するよう

努力します。環境負荷を少なくしながら発展していく地域振

興モデルの創造に取り組みます。また、教育・研究活動の拠

点として旧水俣高校商業科実習棟の改修工事を実施します。

　　水俣病問題への取り組み
　水俣病問題には、地元自治体として幅広い対応が求めら
れています。被害者はもちろん、多くの市民の皆さまの声を
国や県などにしっかりと伝えていくことが重要と考えてい
ます。また、高齢化が進む被害者や
その家族に対して、今後も安心・安
全な生活ができるよう、きめ細やか
な対応に努めます。

　　交流人口・移住定住・ＵＩＪターン
　都市から地方への新たな人の流れを作るため、交流人口
を拡大し、水俣を訪れる人などを増やします。また、移住定
住に関する地域のコーディネーター役として「集落支援員」
を新たに設置。将来的には、「地域
おこし協力隊」の受け入れなどの
事業につながる体制づくりを進め
ていきます。

　　やさしいまちづくり
　障がい者、高齢者が安心して暮らせるまちづくりに取り組

みます。介護予防や水俣モデルの認知症対策などを推進し
ます。また、生活習慣病予防対策を強化し障がい児通所支
援事業を充実、子ども・子育て支援新制度の
円滑な実施に取り組みます。

２２

４４

５５ ６６

　　安心・安全なまちづくり
　自主防災組織や市全体の防災体制を強化、防災行政無線

を最新のデジタル式器機に更新し災害に強いまちづくりを
進めます。公共交通の見直しや、市道「昭和・白浜線」の歩道
整備工事、市営住宅の改修工事、合併処理浄化槽の設置、簡
易水道統合整備などを進め、市内各所に花を植え付けるな
ど、魅力ある景観整備に努めます。医師や看護師などを確保
し医療の充実に努めます。

　　豊かな心を育むまちづくり
　ふるさと教育「水俣科」を推進し、学力向上と開かれた学
校づくりに取り組みます。いじめの未然防止
や学校図書館を活用した教育、社会教育活
動をさらに進めます。自主文化事業や、淵上
毛錢生誕100年イベント、乳幼児へのブック
スタート事業の拡充、スポーツ環境の整備な
どを行います。

７７ ８８

　　地方創生の推進
　国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」をもとに、地域の

人口動向の分析、「地方人口ビジョン」で将来展

望を示して、今後５カ年の目標、施策の基本的方

向性や具体的な施策を提示する「水俣版総合戦

略」の策定などに取り組みます。

　　　  仕事ができる市役所づくり
　市役所は、市内最大のサービス事業所との認識のもと、

効率的な行政運営に努め、人材や予算などの限られた資源

を適切に活用します。政策実現のスピード化や事務処理の

一本化、責任と権限を持って新たな行政分野に積極的に取

り組むため、組織や仕事の見直しを行います。

９９ 1010

平成27年度に取り組む主な事業（抜粋）
　　活気あふれるまちづくり
　地域資源を活用した水俣の活性化を進め、地場企業の支
援と企業誘致、新産業と雇用の創出、商店街の活性化、プレ
ミアム付き商品券発行、観光
地としての水俣のイメージア
ップに取り組みます。
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【
は
じ
め
に
】

　

私
は
市
政
運
営
に
あ
た
り
、「
市

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」を
掲

げ
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
の
話

を
素
直
に
聞
く
こ
と
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も

掲
げ
た
、市
民
と
の
直
接
対
話
の

場
と
し
て
の
地
域
懇
談
会
、ラ
ン

チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
、今
後
も
こ
の
姿
勢
を

貫
き
、立
場
や
考
え

方
の
違
い
が
あ
っ
て

も
、お
互
い
を
尊
重

し
、理
解
・
協
力
し

合
う「
も
や
い
直
し
」

の
精
神
で
、市
政
を

進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
市
政
運
営
の
基
本
方
針
】

　

水
俣
市
民
は
、水
俣
病
と
い
う

世
界
に
も
例
の
な
い
厳
し
い
公
害

を
経
験
し
、そ
れ
に
伴
う
地
域
社

会
の
混
乱
、地
域
経
済
の
疲
弊
な

ど
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し

た
。そ
し
て
、そ
れ
を
乗
り
越
え
、

「
環
境
」と
い
う
新
た
な
物
差
し

で
地
域
を
見
つ
め
な
お
し
、市
民

の
力
を
結
集
し
て「
環
境
の
ま
ち
」

水
俣
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

 

平
成
25
年
に
開
催
さ
れ
た「
水
銀

に
関
す
る
水
俣
条
約
外
交
会
議
」、

「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」

と
い
う
歴
史
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
経

て
、水
俣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
日
本
全

国
へ
、そ
し
て
世
界
へ
と
発
信
さ
れ

て
い
ま
す
。今
こ
そ
、第
５
次
水
俣

市
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
掲
げ

た
、「
環
境
と
経
済
が
一
体
と
な
っ

て
発
展
す
る
、持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
構
築
」と
い
う
目
標
へ
の
さ

ら
な
る
取
り
組
み
を
通
じ
て
、新

た
な「
水
俣
」を
築
く
時
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

本
市
を
取
り
巻
く
環
境
も
、大

き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

九
州
新
幹
線
の
全
線
開
通
か

ら
３
年
を
経
過
し
、熊
本
市
ま
で

30
分
足
ら
ず
、博
多
ま
で
１
時
間

少
々
で
到
達
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

通
勤
・
通
学
、商
用
、観
光
な
ど
の

人
の
流
れ
も
、以
前
と
は
様
相
を

異
に
し
て
い
ま
す
。平
成
27
年
度

に
は
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
・

津
奈
木
イ
ン
タ
ー
、平
成
30
年
度

に
は
、

い
よ
い
よ
水
俣
イ
ン
タ
ー
が

供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
、

交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
の
恩
恵
を
、

産
業
の
振
興
、観
光
客
の
呼
び
込

み
、そ
し
て
市
民
の
生
活
の
質
の

向
上
に
最
大
限
に
活
用
し
て
、地

域
の
活
力
を
呼
び
覚
ま
す
取
り
組

み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

私
は
、こ
れ
ま
で
折
に
触
れ
て

「
市
民
と
と
も
に
輝
く
水
俣
づ
く

り
を
す
す
め
る
」と
申
し
上
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。「
輝
く
水
俣
」づ

く
り
は
、「
輝
く
人
」づ
く
り
に
通

じ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。平

成
27
年
度
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、

「
人
が
輝
き　

ま
ち
輝
く　

活
気

あ
る
水
俣
」の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。全
て
の
市
民
が
、「
水
俣
に
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
、水
俣
で
育
っ
て

よ
か
っ
た
、水
俣
は
本
当
に
よ
か

と
こ
バ
イ
」と
胸
を
張
っ
て
言
え

る
。そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
張
り
切
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
）

人
が
輝
き 
ま
ち
輝
く 

活
気
あ
る
水
俣
へ

西
田
市
長 

所
信
表
明
―
３
月
市
議
会

西
田
市
長
が
２
月
24
日
、
平
成
27
年
度
市
政
へ
の
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。
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▲ランチミーティングの様子
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平成27年度 水俣市の一般会計予算は147億7722万円市民１人に使われるお金は  560,933円
※一般会計予算額を平成27年2月末の人口26,344人で割った額です

会計区分
水道事業（収益的支出）

　　　　（資本的支出）

病院事業（収益的支出）

　　　　（資本的支出）

予算額
4億    197万円

5億    174万円

70億1340万円

8億5778万円

会計区分
国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険

公共下水道事業

予算額
46億   432万円

３億8701万円

34億7593万円

15億2528万円

特別会計／99億9254万円

企業会計／87億7489万円

一般会計以外の予算の状況

歳入

歳入

歳出

【歳出】
項　目

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

災害復旧費

予備費

歳出合計

予算額（千円）

169,461

1,759,144

5,148,728

1,928,436

340,465

352,183

1,875,231

908,328

918,681

1,361,541

24

15,000

14,777,222

構成比（％）

1.15

11.91

34.84

13.05

2.30

2.38

12.69

6.15

6.22

9.21

0.00

0.10

100.00

【歳入】

自
主
財
源

依
存
財
源

項　目
市　税
諸収入
繰入金

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金

繰越金
計

地方交付税
国庫支出金
県支出金
市債

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金

交通安全対策特別交付金
計

歳入合計

予算額（千円）
2,724,110
316,061
493,479
159,148
176,188
30,362

52
1

3,899,401
5,000,000
2,219,227
1,367,410
1,725,600
113,001
5,000
3,000

1,000
425,000
9,000
6,000
3,583

10,877,821

14,777,222

構成比（％）
18.43
2.14
3.34
1.08
1.19
0.21
0.00
0.00
26.39
33.84
15.02
9.25
11.68
0.76
0.03
0.02

0.01
2.88
0.06
0.04
0.02
73.61

100.00

歳出

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

選挙・戸籍・徴税・まちづくりなどに
66,776円

195,442円

73,202円

12,924円

13,369円

71,182円

34,480円

34,872円

51,683円

★高等教育・研究活動拠点施設の整備を進めます
★移住・定住を促進し、地域の活性化を図ります 
★公共交通の利用促進を図ります

★保育所の施設整備を支援します
★医療と介護の連携を図るための試験事業を実施します
★明水園施設の個室増設を行います

★水俣病に関する情報発信をさらに推進します
★健診や予防接種で市民の健康づくりを推進します
★環境づくり関連事業を推進します

★環境保全型農業を推進し基幹作物の生産振興・品質向上を支援します
★有害鳥獣（イノシシなど）の駆除を強化します
★市管理漁港の改修の測量設計に着手します

★湯の鶴温泉保健センターと周辺地域の整備を進めます
★水俣のイメージアップとブランド化を推進します
★地場企業支援の充実を図ります

★市営牧ノ内団地の建て替えを進めます
★民間建築物の耐震化を支援します
★市道の強化舗装などの維持補修を実施します

★防災行政無線を更新し、防災体制の充実を図ります
★消防団の円滑な活動体制の維持に努めます
★自主防災組織の活動支援・育成を図ります

★特別支援教育の充実を図ります
★学校図書館の充実を図ります
★図書館・公民館の耐震化を行います

高齢者・障がい者・児童の福祉などに

環境保全・公害対策・保健衛生などに

農林水産業の振興のために

商工業の振興のために

道路・公園・住宅の整備などに

消防活動・防災などに

教育・スポーツ振興・文化財保護などに

借入金の返済のために

※このほかに、議会費6,433円、予備費569円、災害復旧費1円があります。

平成27年度当初予算
Minamata city

平成27年度当初予算
問 財政課 ☎61-1608

用語の解説
一般会計

　
特別会計

　

　
企業会計

　
自主財源

　
依存財源

　３月定例市議会で、一般会計当初予算が可決さ
れました。前年度６月補正後予算額と比較して５億
８７１３万円、率にして約４％の増加となりました。
　「人が輝き、まち輝く、活気ある水俣」を念頭に、
既存事業の見直しと新規事業の検討を行って、予
算を編成しました。主な内容として、義務的経費や
経常的な一般経費をはじめ、政策的に取り組む事
業の経費として、「防災行政無線をデジタル化する

防災体制の充実に係る経費」「高等教育・研究活動
拠点施設整備に係る経費」「水俣のイメージアップ
を目指した観光誘客関係経費」「公共施設や民間
建築物の耐震化の推進に係る経費」「市営住宅整
備や道路維持補修などの社会資本整備に係る経
費」などを計上しています。
　今後も、限られた財源を有効に活用し、最大の効
果が得られるよう効率化を図ります。

福祉・教育・道路整備・ごみ処理など、市がすべき基本
的な事業を経理する会計。
　
特定の歳入歳出を区別して別個に処理するための会
計。法律で設置義務がある「国民健康保険事業特別会
計」「介護保険特別会計」「後期高齢者医療特別会計」
と、条例制定により設置の「公共下水道事業特別会計」
があります。
　
市町村が企業として経営する事業を経理する会計の総
称。水俣市には、「病院事業会計」「水道事業会計」があ
ります。
　
市が自主的に収入できる財源。市税、使用料、手数料な
ど。
　
国や県の基準に基づいて交付されたり、割り当てられ
たりする財源。地方交付税、国庫支出金など。
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2/9

蘇峰ゆかりの木、ゆかりの神社へ
袋天満宮・筆塚横にカタルパ植樹

2/14
「踊り子」「初恋」を全員で合唱

村下孝蔵をしのぶコンサート
2/15

▲ビデオメッセージを鑑賞する二中の生徒たち

　

水
俣
市
名
誉
市
民
徳
富
蘇
峰

の
筆
塚
が
あ
る
袋
天
満
宮
で
、
蘇

峰
ゆ
か
り
の
カ
タ
ル
パ
の
植
樹
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
カ
タ
ル
パ
は

米
国
原
産
の
落
葉
樹
で
、
同
志
社

英
学
校
（
現
同
志
社
大
）
設
立
者

の
新
島
襄
が
、
教
え
子
の
蘇
峰
が

熊
本
に
開
い
た
大
江
義
塾
（
現
徳

冨
記
念
園
）
の
繁
栄
を
願
っ
て
種

子
を
贈
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

袋
の
山
下
義
行
さ
ん
が
徳
冨
記
念

園
か
ら
カ
タ
ル
パ
の
枝
を
譲
り
受

け
、
挿
し
木
で
苗
を
育
て
ま
し
た
。

地
域
住
民
な
ど
の
手
で
、
筆
塚
の

横
に
丁
寧
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
村
下
孝
蔵
を
し
の
ぶ
コ
ン
サ

ー
ト
」
が
も
や
い
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
村
下
さ
ん
は
水
俣
出

身
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
で
、
同
級
生
な
ど
に
よ
る
実
行

委
員
会
が
企
画
し
今
年
で
４
回
目
。

約
３
２
０
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
生
前
に
村
下
さ
ん

と
ラ
イ
ブ
活
動
を
共
に
し
た
シ
ン

ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
沢
田

聖
子
さ
ん
も
出
演
。
村
下
さ
ん
の

「
ゆ
う
こ
」
な
ど
を
熱
唱
し
、
当

時
の
思
い
出
話
も
披
露
し
て
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
最
後
は
、

「
初
恋
」
な
ど
を
合
唱
し
ま
し
た
。

水銀に関する水俣条約早期発効を願う中学生のメッセージが世界の１２０カ国へ届いた
国連環境計画（Ｕ

ユ ネ ッ プ
ＮＥＰ）から届いた感謝のビデオメッセージを中学生が鑑賞

　

昨
年
10
月
の
「
水
銀
に
関
す
る

水
俣
条
約
」
１
周
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
、
市
内
の
中
学
生
約
２
４
０
人

が
条
約
の
早
期
発
効
を
願
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
入
れ
た
地
球
儀
を
望
月

義
夫
環
境
大
臣
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
昨
年
11
月
に
タ

イ
で
開
催
さ
れ
た
政
府
間
交
渉
で

１
２
０
カ
国
以
上
の
政
府
に
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
関
し

て
、
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）

の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
チ
ャ
ウ
事
務
局
長

か
ら
市
内
中
学
生
に
感
謝
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、
各
学
校
で

鑑
賞
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生きる力を育む教育を進めよう
熊本型教育推進フォーラム

2/7
怒りの感情を上手にコントロール

アンガーマネージメント講座
2/13

　

第
12
回
熊
本
型
教
育
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
芦
北
水
俣
大
会
が
市
文
化
会

館
で
開
か
れ
、
約
８
０
０
人
の
小
・

中
学
校
教
諭
が
参
加
し
ま
し
た
。
熊

本
型
教
育
推
進
委
員
会
が
主
催
し

今
回
で
最
後
の
開
催
。
熊
本
型
教
育

は
、「
認
め
、
ほ
め
、
励
ま
し
、
伸

ば
す
」
と
い
う
行
動
指
標
を
ふ
ま
え

た
教
育
の
実
現
を
目
指
し
、「
徹
底

指
導
と
能
動
型
学
習
と
の
め
り
は
り

を
つ
け
た
授
業
」
な
ど
を
推
進
す
る

も
の
で
す
。
文
化
会
館
で
の
講
演
の

あ
と
、
各
分
科
会
を
８
校
で
開
催
。

国
語
や
道
徳
な
ど
の
公
開
授
業
の
あ

と
、
研
究
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

水
俣
芦
北
の
医
療
福
祉
関
係
者
で

つ
く
る
「
水
俣
病
被
害
者
等
保
健

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
白
梅
の
杜

で
「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
自
分
の
怒
り

を
う
ま
く
整
理
し
て
人
間
関
係
を
良

く
す
る
も
の
。
講
師
の
田
之
頭
智
子

さ
ん
は
、「
怒
り
は
自
然
な
感
情
だ

が
、
家
族
な
ど
の
身
近
な
対
象
に
ほ

ど
強
く
感
じ
、
強
い
人
か
ら
弱
い
人

へ
流
れ
る
。
怒
り
を
感
じ
て
か
ら
６

秒
が
ピ
ー
ク
。
深
呼
吸
や
頭
の
中
で

数
字
を
逆
か
ら
数
え
る
な
ど
し
て
乗

り
切
っ
て
」
と
話
し
ま
し
た
。

トマトを養液栽培する技術を研究
JNC ㈱農業システム技術開発センター完成

2/16
地域で受け継ぐ、祝いの踊り

水東小「餅つき踊り」発表会
　

Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱
は
八
幡
町
の
太
陽

光
発
電
施
設
横
敷
地
に
、
ミ
デ
ィ

ト
マ
ト
の
養
液
栽
培
を
研
究
す
る

「
農
業
シ
ス
テ
ム
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
」
を
整
備
し
、
し
ゅ
ん
工
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
５
棟
の
ハ
ウ
ス

（
総
面
積
３
０
６
０
㎡
）
を
設
置
。

ト
マ
ト
の
茎
を
高
く
伸
ば
す
「
ハ

イ
ワ
イ
ヤ
ー
」
栽
培
に
対
応
し
、

土
を
使
わ
ず
地
面
と
隔
離
し
て
育

て
ま
す
。
３
月
か
ら
の
試
験
栽
培

で
、
年
間
約
30
ト
ン
の
収
穫
を
目

指
し
、
国
内
外
へ
栽
培
シ
ス
テ
ム

の
販
売
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

水
東
小
学
校
で
児
童
に
よ
る
「
餅

つ
き
踊
り
」
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

太
鼓
や
三
味
線
に
合
わ
せ
、
壁
塗
り

や
餅
つ
き
の
動
作
を
コ
ミ
カ
ル
に
踊

り
、
保
護
者
な
ど
に
紅
白
の
も
ち
を

配
り
ま
し
た
。
大
迫
餅
つ
き
踊
り
保

存
会
（
竹
下
昭
夫
会
長
・
約
30
人
）

が
月
１
回
の
土
曜
授
業
で
児
童
ら
を

１
年
間
指
導
し
、
道
具
な
ど
も
そ
ろ

え
ま
し
た
。
こ
の
踊
り
は
、
家
屋
の

棟
上
げ
な
ど
で
披
露
す
る
伝
統
の
踊

り
と
さ
れ
、
約
15
年
前
に
同
会
が
復

活
さ
せ
ま
し
た
。
同
会
の
森
近
さ
ん

は
、
「
こ
の
踊
り
を
水
東
小
で
も
踊

り
継
い
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

2/21

ビデオメッセージの要旨（一部を抜粋）

　皆さんの世界の指導者に向けた「水銀に関する水俣条約」
の重要性を訴える力強い言葉に対して、心より感謝します。
私は皆さんの決意を頼もしく思い、はっきりと語る勇気に
敬意を表します。皆さんは、地球が必要とする若き大使です。
　皆さんのメッセージは、水俣の悲劇を繰り返さないため
に無くてはならないものです。皆さんの親族の方々は何十
年にもわたり、地域の健康や尊厳を取り戻すために勇敢に
闘いました。今は、皆さんの世代が、持続可能な未来を築
くために普遍的なメッセージを伝えています。
　タイのバンコクで、皆さんのメッセージは 120カ国以上
の政府に届けられました。彼らは皆さんの訴えを聞き入れ、
その実現に向けて真剣に取り組みました。
　まだいくらかの道のりは残されていますが、着実に正し
い方向へ進んでいます。
　国連は、人類と水銀による危険との闘いを支援するため
に尽力します。皆さんが学び続け、そして今も、その知識
と経験を世界に伝え続けていることに、あらためて感謝し
ます。
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20 年ぶりのステージで「花」開く
「花いちもんめ」コンサート

2/22

人的交流から経済交流へつなげる
台湾の大学と包括的連携協定を締結

3/4
地域の温かい支えが、心の支え

認知症地域支援フォーラム
2/26

　

ア
マ
チ
ュ
ア
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド

「
花
い
ち
も
ん
め
」
が
、
も
や

い
館
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
約

２
５
０
人
の
観
客
が
演
奏
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

「
花
い
ち
も
ん
め
」
は
、
リ
ー

ダ
ー
で
ボ
ー
カ
ル
の
田
中
博
利
さ

ん
（
61
歳
）
の
帰
郷
を
き
っ
か
け

に
、
20
年
ぶ
り
に
当
時
の
メ
ン
バ

ー
６
人
が
集
結
。
袋
の
「
歳
時
記

倶
楽
部
」
を
拠
点
に
練
習
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
地
元
水

俣
の
情
景
な
ど
を
題
材
に
作
っ
た

当
時
の
「
地
元
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン

グ
」
な
ど
18
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
台
湾
台
南
市
の
「
南
栄
科

技
大
学
」
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た

め
、
同
大
学
と
包
括
的
連
携
協
定
を

結
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
九
州
経
済

国
際
化
推
進
機
構
の
支
援
で
実
施
さ

れ
た
「
日
台
産
業
協
力
架
け
橋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
実
現
し
ま
し
た
。
市

が
海
外
の
学
校
・
団
体
と
協
定
を
結

ぶ
の
は
初
め
て
で
す
。
こ
れ
ま
で
も

同
大
学
か
ら
熊
本
大
学
を
通
じ
て
水

俣
に
も
留
学
生
が
来
て
い
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
台
湾
政
府
か
ら

渡
航
費
や
生
活
費
な
ど
の
一
部
が
学

生
に
支
給
さ
れ
、
さ
ら
に
水
俣
と
の

交
流
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族

を
地
域
で
支
え
る
「
第
６
回
認
知
症

地
域
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
も
や
い

館
で
開
き
ま
し
た
。
若
年
性
認
知
症

の
夫
を
16
年
介
護
し
た
越
智
須
美
子

さ
ん
が
講
演
し
、
「
若
年
性
認
知
症

へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
で
も
介
護

し
て
い
る
家
族
へ
声
か
け
を
し
て
応

援
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
応
援
が
家
族

の
力
に
も
な
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
を
早
期
発
見
す
る
「
も

の
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ
Ｓ

ｐ
）
」
を
使
っ
た
取
り
組
み
や
認
知

症
予
防
教
室
「
冴さ
え
ざ
え
塾
」
の
紹
介

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

「もっと」を追求した水俣流「街婚」
みなまたM

（ モ ア ）
ORE コン

2/22

　

「
み
な
ま
た
甘
コ
ン
実
行
委
員

会
（
永
里
寿
敏
・
代
表
）
」
が
、

水
俣
を
バ
ス
で
巡
っ
て
20
歳
以
上

の
独
身
男
女
の
出
会
い
を
演
出
す

る
「
み
な
ま
た
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
コ
ン
」

を
開
き
ま
し
た
。
３
回
目
の
テ
ー

マ
は
「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
（
も
っ
と
）
」
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
を
使
っ
た
料

理
や
ピ
ザ
釜
で
の
ピ
ザ
作
り
、
も

じ
ょ
か
堂
な
ど
の
商
店
街
散
策
や

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
護
岸
「
恋

人
の
聖
地
」
で
の
記
念
撮
影
、
湯

の
鶴
「
鶴
の
屋
」
で
創
作
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
参
加
者

は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大爆笑！！　かごんま弁で落語
三遊亭歌之介 独演会

2/21
経済的困窮や社会的孤立を地域で支える

生活困窮者自立支援研修会
2/21

　

市
は
、
宝
く
じ
文
化
公
演
「
三

遊
亭
歌
之
介
独
演
会
」
を
市
文
化

会
館
で
行
い
、
市
民
ら
約
７
０
０

人
が
落
語
を
楽
し
み
ま
し
た
。
２

部
構
成
で
行
わ
れ
、
時
事
問
題
や

健
康
の
話
も
題
材
に
し
た
歌
之
介

さ
ん
の
鹿
児
島
弁
を
ま
じ
え
た
語

り
口
に
、
客
席
か
ら
大
き
な
笑
い

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
漫
才

「
母
心
」
と
、
江
戸
曲
ご
ま
の
「
三

増
れ
紋
」
が
そ

れ
ぞ
れ
前
座
を

務
め
、
客
席
を

わ
か
せ
て
い
ま

し
た
。

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
「
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
研
修
会
」
を
も
や

い
館
で
開
き
ま
し
た
。
生
活
困
窮
者

と
は
、「
す
で
に
経
済
的
に
と
て
も

困
っ
た
状
態
に
あ
り
、
生
活
保
護
受

給
の
手
前
に
あ
る
人
」
と
さ
れ
、
長

期
の
「
ひ
き
こ
も
り
」
な
ど
社
会
的

に
孤
立
し
て
い
る
人
も
含
む
と
し
て

い
ま
す
。
大
阪
市
立
大
学
大
学
院

の
岩
間
伸
之
教
授
が
、
４
月
施
行
の

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に
つ

い
て
講
演
し
た
あ
と
、
各
関
係
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

て
、
地
域
で
支
え
、
自
立
を
助
け
る

方
法
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

行政に頼らない感動の地域づくり
「やねだん」講演会

3/14
地域の宝は、地域で守り継ぐ
岩下堰

せき
の水神さん社・水路舗装改修

　

水
俣
・
芦
北
地
域
雇
用
創
造
協
議

会
が
も
や
い
館
で
地
域
づ
く
り
講
演

会
を
行
い
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
鹿
屋

市
串
良
町
柳
谷
公
民
館
長
の
豊
重
哲

郎
さ
ん
が
「
感
動
の
地
域
づ
く
り
」

と
題
し
て
自
身
の
体
験
を
話
し
ま
し

た
。
通
称
「
や
ね
だ
ん
」
と
呼
ば
れ

る
柳
谷
は
、
18
年
前
は
人
口
３
０
０

人
の
過
疎
高
齢
化
の
集
落
。
豊
重
さ

ん
は
、
行
政
に
頼
ら
な
い
地
域
再
生

を
提
唱
し
集
落
総
参
加
で
土
着
菌
を

使
っ
た
土
作
り
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
焼
酎

を
開
発
。
自
主
財
源
を
増
や
し
、
福

祉
や
教
育
も
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
新

た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

有
木
大
丸
水
路
組
合
は
、
古
里

有
木
地
区
に
あ
る
岩
下
堰
付
近
の

水
路
の
通
路
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

岩
下
堰
は
、
大
正
13
年
に
水
田

の
取
水
口
と
し
て
難
工
事
で
完
成

以
来
、
洪
水
の
た
び
に
補
修
を
繰

り
返
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

熊
本
県
の
「
く
ま
も
と
里
モ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
補
助
金
」

を
活
用
し
て
、
地
域
住
民
と
組
合

員
が
力
を
合
わ
せ
、
劣
化
し
て
い

た
取
水
口
と
周
辺
の
通
路
な
ど
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
水

神
さ
ん
の
社
も
新
し
く
建
立
し
、

完
成
式
を
行
い
ま
し
た
。
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▲台湾で協定書に署名する西田市長と南栄科技大学の黄校長（右）



◆
４
月
26
日
㈰
は
、
水
俣

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投

票
日
で
す

■
投
票
日　

４
月
26
日
㈰

■
投
票
時
間　

７
時
〜
20
時
（
23

区
集
会
所
、
大
川
公
民
館
、
越
小

場
公
民
館
は
19
時
ま
で
）

■
投
票
所　

次
ペ
ー
ジ
の
表
参
照

■
投
票
用
紙
へ
の
記
入
の
仕
方　

記
名
式
投
票
で
す
。
投
票
し
た
い

候
補
者
１
人
の
氏
名
を
記
入
し
ま

す
。

◆
投
票
で
き
る
人

　

水
俣
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
の
は
、

次
の
要
件
を
満
た
す
人
で
す
。

■
年
齢
な
ど
の
要
件　

投
票
日
に

満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民
（
平
成

７
年
４
月
27
日
以
前
生
ま
れ
）

■
住
所
要
件　

平
成
27
年
４
月
18

日
ま
で
に
、
水
俣
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
引
き
続

き
市
内
に
居
住
し
３
カ
月
経
過
（
１

月
18
日
ま
で
に
転
入
届
を
提
出
）

し
た
人

※
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
、
投
票
日
ま
で
に
水
俣
市
外
に

転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

●
選
挙
人
名
簿
登
録
内
容
縦
覧

■
日
時
・
場
所　

４
月
19
日
㈰　

８
時
30
分
〜
17
時
・
市
役
所
秋
葉

４
階

●
投
票
所
入
場
整
理
券
（
ハ
ガ
キ
）

の
郵
送
は
４
月
20
日
㈪
か
ら

　

投
票
の
時
間
や
場
所
な
ど
を
確

認
し
て
、投
票
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
な
い
人
や
、

失
く
し
て
し
ま
っ
た
人
は
…

　

投
票
所
で
選
挙
人
名
簿
と
対
照
、

本
人
確
認
を
行
い
、
再
発
行
し
て

投
票
が
で
き
ま
す
。

●
開
票
は
４
月
26
日
㈰
21
時
か
ら
、

市
立
総
合
体
育
館
で

※
投
票
所
地
図
、
期
日
前
投
票
や

不
在
者
投
票
、
開
票
結
果
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

http://w
w
w
.city.m

inam
ata.

lg.jp◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
、
次
の
よ
う
な
事
由

に
該
当
す
る
見
込
み
の
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
の
該
当
事
由

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定

　

が
あ
る
人

②
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私
用

　

で
投
票
日
に
投
票
区
内
に
い
な

　

い
人

③
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理

　

由
で
歩
行
が
困
難
な
人

■
期
間　

４
月
20
日
㈪
〜
25
日
㈯

■
時
間　

８
時
30
分
〜
20
時
（
土
・

日
曜
日
も
同
じ
）

■
場
所　

市
役
所
秋
葉
４
階

※
秋
葉
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
秋
葉
１
階
に
車
椅
子

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
自
由
に
お

使
い
く
だ
さ
い
。

■
持
参
品　

届
い
て
い
る
場
合
は

投
票
所
入
場
整
理
券
。
な
く
て
も

投
票
で
き
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票

■
期
間　

４
月
20
日
㈪
〜
25
日
㈯

■
病
院
や
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
実
施
の
指
定
を
受

け
た
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所

中
の
人
は
、
そ
の
施
設
の
管
理
者

に
申
し
出
て
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
市
内
指
定
病
院
、
指
定
施
設
》

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
・
み
ず
ほ
病
院
・

恵
愛
園
・
白
梅
荘
・
白
梅
の
里
・
や
す

ら
ぎ
苑
・
明
水
園
、
和
光
苑
、
尚
光
苑

※
市
外
の
病
院
や
施
設
で
も
、
指

定
を
受
け
て
い
れ
ば
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

■
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
持
ち
、
両
下
肢
や
内
臓
機

能
な
ど
に
一
定
以
上
の
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
人
、
ま
た
は
介
護
保
険
法

上
の
要
介
護
者
で
、
要
介
護
状
態
区

分
が
要
介
護
５
の
人
は
、
自
宅
な
ど

で
投
票
用
紙
に
記
入
し
て
、
郵
便
な

ど
で
返
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
代
理
記
載
制
度

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
る
選
挙
人
で
、
上
肢
や
視

覚
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
の
人
な

ど
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委

員
会
の
委
員
長
に
届
け
出
た
者
に

投
票
に
関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
代
理
記
載
制
度

で
の
郵
便
投
票
は
、
事
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
仕
事
や
旅
行
で
水
俣
を
離
れ
て

い
る
人
の
不
在
者
投
票

　

水
俣
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
投
票
用
紙
な
ど
を
取
り
寄
せ
て
、

滞
在
し
て
い
る
市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
投
票
用
紙
の
請
求
方
法

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
投
票
は
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
用
紙
の
請
求
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

◆
政
治
家
の
寄
付
は
禁
止
！ 

　

選
挙
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
付

を
行
う
こ
と
は
、
公
職
選
挙
法
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が
求

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
選
挙
管

理
委
員
会
☎
６
１
・
１
６
４
１

投 票 区 投　票　所 区　域 投票時間

  第１投票区   水俣第一中学校体育館   １区（天神原・牧ノ内・大戸口組除く）、７区

７時～ 20時

  第 2 投票区   市公民館本館   ２区、１区（天神原組）

  第 3 投票区   水俣第二小学校体育館   19 区

  第 4 投票区   ４区公民館   ４区

  第 5 投票区   市立総合体育館   ５区

  第 6 投票区   尚和会館ホール   20 区

  第 7 投票区   21 区公民館   21 区

  第 8 投票区   内山集会場   ６区

  第 9 投票区   水東小学校体育館   ８区（合畑組除く）

  第 10 投票区   深川公民館   ９区、８区（合畑組）

  第 11 投票区   市東部センター（葛彩館）   10 区（12組除く）、11区、13区（5・6組除く）、14区

  第 12 投票区   石坂川集会所   12 区、13区（5・6組）

  第 13 投票区   旧湯出中学校技術室   15 区、16区（木臼野組）

  第 14 投票区   袋小学校ワークスペース   17 区（湯堂組除く）

  第 15 投票区   おれんじ館   18 区、17区（湯堂組）

  第 16 投票区   市保健センター（もやい館）   １区（牧ノ内・大戸口組）、22区（湯の児組除く）

  第 20 投票区   長崎公民館   16 区（木臼野組除く）

  第 21 投票区   市公民館分館（旧市勤労青少年ホーム）   ３区

  第 22 投票区   湯の児公民館   22 区（湯の児組）

  第 17 投票区   ２３区集会所   23 区、24区（中小場組除く）、26区（日当野・日添組）、10区（12組）

７時～ 19時  第 18 投票区   大川公民館   25 区、24区（中小場組）

  第 19 投票区   越小場公民館   26 区（日当野・日添組除く）

 「水俣市議会議員「水俣市議会議員
    一般選挙」　　　　　　　　一般選挙」　　　　　　　　

期日前投票は
４月20日㈪～25日㈯

秋  葉

市役所庁舎
教　

育

委
員
会

投票者用駐車場

４階

来庁者用駐車場来庁者用駐車場来庁者用駐車場

◆ 4月26日㈰は投票日、皆さんの投票所はどこですか？

4月26日㈰は、
 「水俣市議会議員
    一般選挙」投票日

※投票所整理入場券（ハガキ）が届いていない場合も、投票所で名簿対照・本人確認して発行後、投票できます。

寄付はダメ !!
贈らない！
求めない！
受け取らない！

大事な1票、
　忘れずに！
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　「
水
俣
病
慰
霊
の
碑
」に
奉
納

す
る
名
簿
を
受
け
付
け
ま
す

　

市
立
水
俣
病
資
料
館
で
は
、毎

年
５
月
１
日
に
親
水
緑
地
で
行
わ

れ
る
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
で
、

慰
霊
の
碑
に
奉
納
す
る
名
簿
へ
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
込
者（
遺
族
）に
は
、後
日
、慰

霊
式
へ
の
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

■
対
象　

水
俣
病
認
定
患
者
で
、

死
亡
し
た
人

■
締
切
日　

４
月
10
日
㈮　

17
時

※
４
月
11
日
㈯
以
降
に
受
け
付
け

た
分
は
、平
成
28
年
５
月
に
奉
納
。

■
個
人
情
報　

氏
名
な
ど
の
個
人

情
報
は
、非
公
開
で
す
。

※
申
し
込
み
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
病

資
料
館
☎
６
２
・
２
６
２
１
／
環

境
課
☎
６
１
・
１
６
４
７

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
に

ご
参
列
く
だ
さ
い

　

水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
て
亡
く

な
ら
れ
た
人
々
へ
慰
霊
の
祈
り
を

さ
さ
げ
、
環
境
再
生
・
創
造
を
誓

う
た
め
慰
霊
式
を
行
い
ま
す
。

　

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
列
を
お
願
い

し
ま
す
（
送
迎
バ
ス
の
運
行
は
左

表
の
と
お
り
で
す
）。

　

当
日
参
列
で
き
な
い
人
は
、
防

災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ
ン
（
13
時

40
分
ご
ろ
）
を
合
図
に
「
黙
と
う
」

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
１
日
㈮　

13
時
30

分
〜
15
時
（
雨
天
決
行
）

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水

緑
地
ボ
ー
ド
ウ
オ
ー
ク
「
水
俣
病

慰
霊
の
碑
」
前

★
慰
霊
式
当
日
は
、
エ
コ
パ
ー
ク

水
俣
周
辺
と
式
典
会
場
周
辺
が
大

変
混
雑
し
ま
す
。
係
員
の
誘
導
な

ど
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
６
１
・

１
６
４
７

市役所から
お知らせです防災行政無線の内容が聞き取れないときは、

☎６２-６２２２で内容確認できます（火災は☎６３-６６６６）

nformationＩ

平
成
27
年
度
水
俣
・
芦
北
地
域

振
興
財
団
事
業
助
成
２
次
募
集

　
（
公
財
）水
俣
・
芦
北
地
域
振
興

財
団
で
は
、地
域
が
元
気
に
な
る

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
、地
域
づ
く

り
活
動
を
応
援
す
る
た
め
、事
業

助
成
の
２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

申
請
後
に
審
査
会
を
行
い
、助

成
を
決
定
し
ま
す
。

■
助
成
対
象　

原
則
と
し
て
、水

俣
市
内
に
事
務
所
を
置
く
団
体

■
助
成
対
象
事
業　

９
月
１
日
㈫

か
ら
平
成
28
年
３
月
18
日
㈮
の
期

間
に
行
う
事
業
で
、次
の
①
〜
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

①
地
域
の
産
業
振
興
に
関
す
る
も
の

②
地
域
住
民
な
ど
の
自
主
的
な
地

　

域
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
も
の

③
地
域
の
再
生
・
振
興
に
関
す
る

　

も
の

※
新
規
事
業
が
対
象
で
す
。詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
限
度
額　

事
業
費
の
一
部

で
、４
０
０
万
円
以
内

■
申
込
締
切
日　

５
月
８
日
㈮

■
審
査
会　

７
月
上
旬
ご
ろ（
別

途
通
知
し
ま
す
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
企
画

課
☎
６
１
・
１
６
０
７

く
ま
も
と
里
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
活
動
支
援
団
体
）
補
助
金
募
集

　

県
は
、
持
続
可
能
な
農
山
漁
村

を
目
指
す
「
く
ま
も
と
里
モ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
次
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
地
域
活
動
を
行
う
団
体
を
支
援

す
る
た
め
、
補
助
事
業
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

■
テ
ー
マ

①
美
し
い
景
観
の
保
全
、
創
造

②
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
、

　

創
造

③
内
発
的
産
業
の
創
造

■
補
助
額　

１
テ
ー
マ
上
限
50
万

円
（
１
団
体
に
対
し
て
は
、２
テ
ー

マ
百
万
円
が
上
限
）

※
詳
細
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
事
業
実
施
要
領
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

４
月
30
日
㈭

※
６
月
か
ら
事
業
に
取
り
組
み
た

い
団
体
は
、
４
月
14
日
㈫
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
農
林

水
産
課
☎
６
１
・
１
６
３
４

「
介
護
福
祉
士
」資
格
取
得
の
た
め

の
講
座
受
講
料
を
助
成
し
ま
す

　

市
は
、働
く「
人
」の
育
成
と
処

遇
改
善
を
目
的
と
し
て
、「
介
護
福

祉
士
」の
資
格
取
得
の
た
め
の
講

座
受
講
料
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
対
象
者
向
け
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

★
７
月
か
ら
、み
な
ま
た
環
境
テ

ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で「
介
護
福
祉
士

実
務
者
研
修
」を
開
講
し
ま
す
。こ

ち
ら
も
ぜ
ひ
、積
極
的
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
対
象　

市
内
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

る
人
で
、平
成
28
年
１
月
に
実
施

さ
れ
る「
介
護
福
祉
士
」国
家
試
験

を
受
験
す
る
人

■
助
成
金
額　

実
務
者
研
修
な

ど
各
種
講
座
の
受
講
に
か
か
る
費

用
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
で
、

１
人
あ
た
り
上
限
額
10
万
円

■
制
度
説
明
会　

４
月
３
日
㈮　

①
13
時
30
分
〜
、②
18
時
30
分

※
ど
ち
ら
か
都
合
の
良
い
時
間
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
説
明
会
場
所　

み
な
ま
た
環
境

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー（
浜
松
町
）

※
説
明
会
の
申
込
書
は
、み
な
ま

た
環
境
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

み
な
ま

た
環
境
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
☎
６
２
・

０
６
３
９　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://m
ktc.

sakura.ne.jp/

物
価
指
数
の
変
動
で
次
の
手
当

額
が
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　

所
得
制
限
や
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
６
１
・

１
６
６
０
／
６
１
・
１
６
５
０

福
祉
福
祉
福
祉

（随時受け付け） 手当の種類 ４月からの月額

母子家庭・父子家庭などに対する給付
児童扶養手当（全部支給） 42,000 円

児童扶養手当（一部支給） 41,990 円
～ 9,910 円

法令で定める障がいの程度にある20 歳
未満の児童を養育している人

特別児童扶養手当１級 51,100 円
特別児童扶養手当２級 34,030 円

20 歳以上で重度の心身の障がいのため、
日常生活で常に特別の介護を必要とする人 「特別障害者手当」 26,620 円

20 歳未満で心身の障がいのため、日常生
活で常に介護を必要とする児童 「障害児福祉手当」 14,480 円

水
俣
病

水
俣
病

水
俣
病

水
俣
病
慰
霊
式

水
俣
病
慰
霊
式

水
俣
病
慰
霊
式

補
助
・
助
成

補
助
・
助
成

補
助
・
助
成

※市外は出水・津奈木・芦北・御所浦コースもあります。  
　詳しくは問い合わせてください。
※慰霊式終了後は、逆コースで運行します。

③久木野・
葛 渡コース
（33人乗り
中型バス）
　
12:00

久木野愛林館

12:15
葛渡小前

12:20
旧石坂川
小学校前

12:30
旧深川小学校前

12:40
一中前バス停

12:45
一小前バス停

12:50
南国交通車庫前
（浜町）

②湯出コース

（53人乗り
大型バス）
　
12:20

湯出小学校

12:42
西念寺前

12:45
二中前

12:50 
二小前

12:55
おれんじ鉄道
水俣駅前

①袋・月浦 
 コース

（28人乗りマ
イクロバス）

　
12:25
茂道漁港
バス停
 

12:30
袋中学校前
バス停

12:35
南里ドライブ
イン前

12:40
湯堂漁港

12:50
産交出月
バス停

送迎バス運行表（会場到着時間 13：00）
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平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
月
額
１
５
５
９
０
円

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
28

年
３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
５
５
９
０
円
で
す
。

　

年
金
制
度
の
安
定
し
た
運
営
を

図
り
、
年
金
を
支
え
る
力
と
給

付
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
、
月

額
で
３
４
０
円
引
き
上
げ
、
年
額

18
万
７
０
８
０
円
に
な
り
ま
す
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は

１
年
前
納
で
３
３
２
０
円
お
得
！

　

１
年
分
を
前
納
す
る
と
保
険
料

額
が
３
３
２
０
円
お
得
で
す
。

○
年
額
前
納
で
、
18
万
７
０
８
０

円
が
、
18
万
３
７
６
０
円
に
！

※
６
カ
月
分
を
前
納
す
る
と
、

７
６
０
円
の
割
引
で
す
。 

■
納
付
書
発
送　

納
付
書
（
毎
月

納
付
用
、
１
年
前
納
用
、
６
カ
月

前
納
用
は
）、
４
月
上
旬
に
発
送

し
ま
す
。

※
現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
１
年

度(

12
カ
月
分
）
や
６
カ
月
分
だ

け
で
は
な
く
、
任
意
の
月
分
か
ら

年
度
末
ま
で
が
可
能
で
す
。
こ
の

場
合
、
専
用
の
納
付
書
が
必
要
で

す
。
年
金
事
務
所
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ　

八
代
年
金
事
務

所
☎
０
９
６
５
・
３
５
・
６
１
２
３

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

制
度
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

平
成
27
年
度
国
民
年
金
保
険

料
学
生
納
付
特
例
の
申
請
受
け
付

け
を
始
め
ま
す
。

■
受
付
期
間　

〜
平
成
28
年
４
月

末
ま
で

■
対
象
者　

平
成
27
年
度
中
に
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
に
通

う
学
生
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
難
し
い
人

■
申
請
窓
口　

市
民
課
年
金
医
療

保
険
係
（
２
階
５
番
窓
口
）

■
持
参
品　

①
年
金
手
帳

②
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は

　

在
学
証
明
書

③
印
鑑

※
平
成
26
年
度
に
、
学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
受
け
た
人
で
、
今
年

度
も
在
学
予
定
で
あ
る
こ
と
を
日

本
年
金
機
構
で
把
握
し
て
い
る
人

に
は
、
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
を

３
月
中
に
送
付
し
ま
し
た
。
必
要

事
項
を
記
入
し
返
送
す
る
だ
け
で

申
請
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年

中
に
所
得
が
あ
る
人
や
学
校
な
ど

の
変
更
が
あ
る
人
は
、
窓
口
で
の

申
請
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
６
１
・

１
６
２
２

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
徴
収
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

　

特
別
徴
収
の
仮
徴
収
は
、４
月
・

６
月
・
８
月
の
年
金
か
ら
、２
月
に

年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
た
額
と
同
額

を
天
引
き
し
ま
す
。金
額
は
、平
成

26
年
度
の
納
税
通
知
書
な
ど
で
確

認
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
年
税
額
は
、７
月
上
旬
に
通

知
し
ま
す
。年
税
額
か
ら
、４
月
・

６
月
・
８
月
に
仮
徴
収
し
た
金
額

を
差
し
引
き
、残
り
の
額
を
10
月
・

12
月
・
平
成
28
年
２
月
の
３
回
に

分
け
て
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
天

引
き
）す
る
予
定
で
す
。

■
特
別
徴
収
の
仮
徴
収
対
象
者

○
世
帯
主
が
平
成
26
年
度
中
に
65

　

歳
に
な
り
、平
成
27
年
４
月
・
６

　

月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人

　
（
該
当
者
に
は
、４
月
中
旬
ま
で

　

に
通
知
書
を
送
付
予
定
）

○
平
成
27
年
２
月
の
国
民
健
康
保

　

険
税
が
特
別
徴
収
の
人（
※
）

※
特
別
徴
収
対
象
者
で
も
、次
の

場
合
は
納
付
方
法
が
普
通
徴
収

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）に

変
わ
り
ま
す

①
世
帯
主
が
平
成
27
年
度
中
に
75

　
歳
に
な
り
、後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
へ
移
行
す
る
世
帯

②
世
帯
主
変
更
や
、65
歳
未
満
の

　

人
の
国
保
加
入
な
ど
、世
帯
に

　

異
動
が
あ
っ
た
場
合

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎
６
１
・

１
６
１
０

「
介
護
保
険
施
設
等
居
住
費
・

多
床
室
」の
金
額
を
変
更

　

介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
、居
住
費

「
多
床
室
」の
基
準
費
用
額
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。４
月
か
ら
、

１
日
あ
た
り
の
金
額
が
３
２
０
円

か
ら
３
７
０
円
に
変
わ
り
ま
す
。

　

３
月
31
日
以
前
に
発
行
し
た

「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
」（
薄
い
だ
い
だ
い
色
）に
つ
い
て

は
、再
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
。認
定

証
を
持
っ
て
い
る
人
で
、居
住
費

ま
た
は
滞
在
費
の
負
担
限
度
額
欄

の「
多
床
室
」に
３
２
０
円
と
表
示

さ
れ
て
い
る
も
の
は
、３
７
０
円

に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
高
齢
課
☎

６
３
・
３
０
５
１

市役所から
お知らせです

４
月
１
日
㈬
か
ら
み
な
く
る

バ
ス
の
運
行
を
変
更
し
ま
す

◆
停
留
所
を
新
し
く
設
置
し
ま
す

①
お
れ
ん
じ
バ
ス
（
茂
道
漁
港
〜

　

頭
石
・
招
川
内
線
）

　

◎
新
停
留
所
「
茂
道
」（
茂
道

　
　

漁
港
〜
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ

　
　

水
俣
の
間
）

②
赤
・
青
・
黄
・
お
れ
ん
じ
バ
ス（
全

　

路
線
）、
産
交
バ
ス
（
全
系
統
）

　

※
平
国
線
下
り
を
除
く

　

◎
新
停
留
所「
桜
井
町
１
丁
目
」

　
　
（
水
俣
駅
前
〜
桜
井
町
の
間
）

◆
中
屋
敷
線
・
葛
彩
館
線
の
バ
ス

通
過
時
刻
を
変
更
し
ま
す

　

桜
野
下
か
ら
中
屋
敷
・
葛
彩
館

間
の
バ
ス
の
通
過
時
刻
が
変
わ
り

ま
す
。
変
更
後
の
時
刻
表
は
、
中

屋
敷
線
・
葛
彩
館
線
の
沿
線
の
地

域
で
回
覧
す
る
予
定
で
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
上
り　

こ
れ
ま
で
よ
り
２
分
早

　

い
時
間
に
変
更

○
下
り　

こ
れ
ま
で
よ
り
２
分
遅

　

い
時
間
に
変
更

■
問
い
合
わ
せ　

産
交
バ
ス
水
俣

営
業
所
☎
６
３
・
２
１
８
５
／
市

企
画
課
☎
６
１
・
１
６
０
７

「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」の
縦
覧

「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」の
閲
覧

■
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１

日
㈪　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

■
場
所　

市
役
所
２
階
税
務
課
９

番
窓
口

■
対
象
者

○
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

○
納
税
義
務
者
の
代
理
人

○
納
税
管
理
人

※
代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場

合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
水
俣
市
に
固
定
資
産
を
所
有
し

て
い
な
い
人
、資
産
を
所
有
し
て

い
て
も
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

な
い
人（
免
税
点
未
満
）は
縦
覧
で

き
ま
せ
ん
。

■
持
参
品　

免
許
証
や
健
康
保
健

証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

■
手
数
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資

産
税
係
☎
６
１
・
１
６
２
０

平
成
27
年
度
市
税
な
ど
の

納
期
は
下
表
の
と
お
り
で
す

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
納
対

策
室
☎
６
１
・
１
６
３
０

消防団員を募集しています！
応募・問い合わせは、総務課 防災危機管理室（☎６１-１６０４）まで

nformationＩ

年
金
年
金
年
金

税税

納期月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 H28.１月 H28.２月

納期限日 ６／１
㈪

６／30
㈫

７／31
㈮

８／ 31
㈪

９／30
㈬

11／２
㈪

11／ 30
㈪

H27１/４
㈪

２／１
㈪

２／ 29
㈪

口座振替日 ５／27
㈬

６／29
㈪

７／27
㈪

８／27
㈭

９／28
㈪

10／27
㈫

11 ／27
㈮

12 ／28
㈪

１／27
㈬

２／ 29
㈪

市県民税
（普通徴収） １期 ２期 ３期 ４期

固定資産税 １期 ２期 ３期 ４期

軽自動車税 全期
国民健康保険税
（普通徴収）

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
後期高齢者
医療保険料
（普通徴収）

介護保険料
（普通徴収）

平成 27年度　水俣市  市税など納期一覧表

　　　納期内に納付書を持参して、次の金融機関で納めてください。
　　　　◆水俣市指定金融機関　　　　肥後銀行水俣支店市役所派出所・肥後銀行水俣支店
　　　　◇水俣市収納代理金融機関　　熊本銀行水俣支店・熊本中央信用金庫水俣支店・九州労働金庫水俣支店
　　　　　　　　　　　　  （順不同）　　あしきた農業協同組合水俣基幹支所・九州内のゆうちょ銀行（沖縄県を除く）
　　　　※納税には便利な口座振替制度をご利用ください。（申請した納期月の翌月以降から口座振替開始です）

問い合わせ　水俣市税務課収納対策室 ☎ ６１ー１６３０
税納

期

国
保
国
保
国
保

介
護
保
険

介
護
保
険

介
護
保
険

み
な
く
る
バ
ス

み
な
く
る
バ
ス

み
な
く
る
バ
ス
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平
成
27
年
度
は
り
・
き
ゅ
う

助
成
券
を
交
付
し
ま
す

●
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

■
対
象　

水
俣
市
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
国
民

健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯

■
補
助
内
容　

１
人
に
つ
き
１
日

１
回
ま
で
、
１
回
当
た
り
５
０
０
円

を
補
助
し
ま
す
。
１
世
帯
当
た
り

年
間
40
回
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
申
請
す
る
場
所　

市
民
課
（
市

役
所
２
階
）

■
持
参
品　

保
険
証
と
印
鑑
（
シ

ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
６
１
・

１
６
３
３

●
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

■
対
象　

水
俣
市
内
在
住
で
お
お

む
ね
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者

■
補
助
内
容　

１
人
に
つ
き
１
日

１
回
ま
で
、
１
回
当
た
り
５
０
０

円
を
補
助
し
ま
す
。 

申
込
者
本

人
が
年
間
20
回
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。

■
申
請
す
る
場
所　

健
康
高
齢
課

（
も
や
い
館
１
階
）、
市
民
課
（
市

役
所
２
階
）
の
い
ず
れ
か

■
持
参
品　

保
険
証
と
印
鑑
（
シ

ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
高
齢
課
☎

６
３
・
３
０
５
１ 

★
両
保
険
に
共
通
の
注
意
事
項

医
師
の
同
意
書
に
よ
り
、
は
り
・

き
ゅ
う
の
保
険
診
療
を
受
け
て

い
る
と
き
な
ど
は
、
助
成
券
を
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
各
問

い
合
わ
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
緑
の
募
金
運
動
」に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
年
も「
緑
の
募
金
運
動
」が
全

国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

緑
の
募
金
は
、き
れ
い
な
水
、土
、

空
気
を
育
む
森
林
づ
く
り
を
は
じ

め
、環
境
緑
化
の
推
進
、緑
の
少
年

団
の
育
成
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、今
年
も
家
庭
募
金
を
中

心
と
し
て
募
金
運
動
を
展
開
し
ま

す
。自
治
会
長
を
通
じ
て
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
５
月
31

日
㈰

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課
☎

６
１
・
１
６
３
２

市役所から
お知らせです

　　　　　　「あっ！市報の方ですよね」
　　　　　　水俣で初対面の人と会話
　　　　　　をするとよく言われるこ　
　　　　　　のセリフ。私の耳では、「あ
　　　　　　のくだらない文章を書い
　　　　　　ている外国人だよね」と
　　　　　　聞こえてしまい、恥ずかし
いあまり身がすくんでしまう。
高校の時から理系だった僕は、文学に
関心が少なく、writer( 物書き)として
のスキルも功績もなく、

私が書いた文章が人の読み物とされ、
市の広報誌に掲載されるとは想像もして
いなかった。もちろん、このコラムで「飯
を食っている」わけではなく、あくまで
も仕事の一部だが、勤務時間内に好き
なように何についても書ける自由が僕に
与えられたことは今でも不思議に感じる。
むしろ、ちゃんとしたフリーの作家とし
て頑張っている人などに申し訳ないと思
う。
一方、初めてコラムを書くことになると
知った時は喜んだ。「昔ALTとして授業
に取り入れようとしていた国際理解教育
を、このコラムで行える！」「コラムを通
じてアメリカに対する間違っているイメ
ージを次々ぶっ壊していこう！」と、最
初は元気に執筆に励んだが、1年ぐら
い経つと、とうとう僕もネタが枯渇。ア
メリカや日本の文化の違いについて言っ
ておきたいことを全部言ったし、自分の
生活でネタになる面白い出来事はたまに
しかないし、こだわりがあるから友達や
同僚に勧められる話題はどうしても気に

入らない…。そこで、大学の友だちの
言葉を思い出した。
大学のころ流行し始めたブログは、ど
うも文章が下手で人生が平凡、特に変
わった考えが乏しく、日記さえ書き続け
ない僕には向いていない。それを数年
間ブログを書き続けた友達に言ったら、
「読者を面白がらせようと思って書いて
みると、新しい人生の面白みが見えてく
る」と言った。実際、このコラムを書
き始めたら、本当にそう思うようになっ
た。苦労してネタを探っているうち、い
つも新しい発見があり、書き終わったら
自分が人間として少し成長した気分にな
る（まあ、それはただ締め切りからの解
放感だけかもしれないけど）。
正直、定期的にコラムを書くのは大変だ
けれど、毎月自分の世界を見直して、新
しい発見をして、その複雑なアイデアを
他人に伝えようとするのは楽しみだ。
私の任期は夏で終わるので、連載はあ
と4回だけです。最後まで付き合ってく
れればと思います。

大漁
大漁

CIR国際交流員
エリックスミスの

エリック丸の
水俣航海記
ーVol.20ー

農
作
業
中
の
事
故
に
注
意
！

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

　

農
繁
期
を
迎
え
る
春
と
秋
は
、

１
年
で
最
も
農
作
業
の
事
故
が
発

生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
平
成
25

年
に
は
、
県
内
で
11
人
の
尊
い
命

が
農
作
業
事
故
で
失
わ
れ
、
そ
の

う
ち
９
件
が
農
業
機
械
が
関
わ
る

事
故
で
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転

落
・
転
倒
、
草
刈
り
機
の
刃
へ
の

接
触
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
農
作

業
の
移
動
中
に
公
道
で
交
通
死
亡

事
故
に
遭
っ
た
人
も
い
ま
す
。

　

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、
重

大
事
故
に
つ
な
が
る
場
合
が
多

い
の
で
、
次
の
点
に
気
を
付
け
て
、

農
作
業
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
正
し
い
機
械
の
取
り
扱
い
、
操

　

作
方
法
を
身
に
つ
け
る
。

●
作
業
に
適
し
た
服
や
防
護
具
を

　

着
用
す
る
。

●
足
場
が
滑
る
、
路
肩
が
見
え
に

　

く
い
な
ど
、
条
件
の
悪
い
場
合

　

は
無
理
に
運
転
作
業
を
し
な
い
。

●
運
転
操
作
は
、
余
裕
を
も
っ
て

　

確
実
に
行
う
。

●
機
械
の
点
検
・
整
備
は
、
必
ず

　

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
う
。

●
機
械
の
日
常
点
検
・
定
期
点
検

　

に
努
め
る
。

●
１
人
で
作
業
を
す
る
場
合
は
、

　

ど
こ
で
作
業
を
し
て
い
る
か
を

　

家
族
に
知
ら
せ
て
お
く
。

●
過
労
運
転
・
酒
気
帯
び
運
転
は

　

し
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課
☎

６
１
・
１
６
３
４

学
校
体
育
施
設
の
利
用
申
込

方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

　

市
内
小
・
中
学
校
の
体
育
館
や

運
動
場
を
利
用
す
る
場
合
（
夜
間

登
録
団
体
を
除
く
）
の
利
用
申
込

方
法
を
、
４
月
１
日
㈬
か
ら
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
変
更
後　

空
き
状
況
を
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
市
立
総

合
体
育
館
内
）
へ
確
認
し
、
同
係

へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
は
各
学
校
に
行
き
承

認
印
を
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
り
ま

し
た
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
☎
６
３
・

９
３
１
１

みなまた春まつり　第１回商店街グルメ総選挙
４月 18日㈯～ 19日㈰　12時～ 18時　市内商店街（関連記事 24ページ）

nformationＩ

農
業
農
業
農
業

健
康
健
康
健
康

学
校
体
育
移
設

学
校
体
育
移
設

学
校
体
育
施
設

    湯の鶴温泉保健センター「ほたるの湯」が
　  　リニューアルオープンしました！

　昨年８月から改修を行っていた湯の鶴温泉保健センター「ほたる
の湯」の工事が完了し、３月14日にリニューアルオープンしました。
　内装には地元産のスギやヒノキを使用。浴室と脱衣所を拡大し、
ゆとりある空間になりました。冷暖房には地下水と温泉の廃熱を活
用。脱衣所も床暖房にし、環境に配慮しています。
　トイレは洋式に改修し、多目的トイレを設置。駐車場から施設ま
でのバリアフリー化など、高齢者や障がいのある人も安心して利用
できます。約 50 台が停車できる駐車場も整備し、新たに大型バス
のスペースも設けました。平成 27年度には新たな進入路の整備を 
予定しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほたるの湯　☎ 68-0811
　　　　　　　　　　　　　　　　　市経済観光課☎ 61-1629

♨

緑
の
募
金

緑
の
募
金

★総事業費（見込み）  175,359,341円
　国が８割、県が１割を補助

１. 記念式典のアトラク
ションで地元婦人会が踊
りを披露／ 2. 施設内で
は野菜や加工品を販売／
3. 施設外観／4. 浴室

★入浴料  大人（中学生以上）200円
　             子ども（3歳～小学生）100円

１

2

3

4
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ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
考
え

て
い
る
人
、
必
見
で
す
！

●
合
併
処
理
浄
化
槽
っ
て
何
？

　

ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂
な
ど
か

ら
の
排
水
を
き
れ
い
な
水
に
し

て
放
流
す
る
た
め
の
設
備
で
す
。

設
置
す
る
と
家
の
周
り
の
臭
い

や
汚
れ
が
減
り
、
生
活
環
境
が
良

く
な
り
ま
す
。

●
補
助
の
内
容
は
？

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
、
住
宅
に

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人

に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ

や
、
し
尿
の
み
を
処
理
す
る
単
独

処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換
設
置

を
推
進
す
る
た
め
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
い
る
世
帯
、
市
内
業
者

が
浄
化
槽
を
施
工
す
る
な
ど
条

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
補
助
基

本
額
に
補
助
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
下
表
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
を
申
請
で
き
る
の
は

ど
ん
な
人
？

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
地
域
で
、
住
宅
や
公
民
館

な
ど
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
人
が
対
象
で
す
。

　

住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
本

人
が
生
活
の
本
拠
と
し
て
居
住

す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

●
補
助
金
申
請
の
期
限
日
は
？

　

平
成
28
年
１
月
29
日
㈮
で
す
。

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

●
浄
化
槽
の
設
置
後
は
？

　

法
定
検
査
、
保
守
点
検
、
清
掃

な
ど
の
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課

☎
６
１
・
１
６
２
７

浄化槽の種類  補助基本額
（A）

加算額 単独槽撤去
加算額（上限）
（Ｄ）

対象者区分
（Ｂ）

業者区分
（Ｃ）

５人槽 332,000 円 100,000 円 100,000 円 90,000 円

７人槽 414,000 円 150,000 円 150,000 円 90,000 円

10 人槽 548,000 円 200,000 円 200,000 円 90,000 円

※住宅の延べ床面積が 130㎡を超えない場合は 5人槽、130㎡以上は 7人槽、二世帯
　住宅は10人槽を設置します。130㎡以上でも要件を満たせば5人槽が設置可能です。
※「補助金額」＝（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）
　設置に要した費用が補助金額未満の場合は、その額が補助金額となります。
※新築の場合や、この補助金を受けて設置した浄化槽（原則、設置後 12年を経たもの）
　の撤去などに伴い新たに設置する場合は、補助基本額のみで加算額はありません。

合併処理浄化槽設置補助金額

  ① 65 歳以上の人が含まれている世帯

  ②要介護認定を受けた人が含まれている世帯

  ③「身体障害者手帳」などを持つ人が含まれている世帯

  ④児童扶養手当などの受給者が含まれている世帯

  ⑤生活保護を受給している世帯

  ⑥市民税が非課税である世帯

  ⑦地区環境協定に参加している世帯

  ⑧水俣市環境ＩＳＯに登録している世帯

◆対象者区分（B）
　（合併処理浄化槽利用予定世帯が、次のいずれかに該
　当する場合）

  ①水俣市内に事業所があり、県知事へ登録・届け出をしている場合

  ②水俣市外に事業所があり、県知事へ登録・届け出をしていて、
　  水俣市民を雇用している場合

  ③水俣市民である浄化槽設備士が施工または監督を行う場合

◆業者区分（C）（施工業者が次のいずれかに該当する場合）

  合併処理浄化槽への転換、設置にあたり、既設の単独処理浄
  化槽を撤去するとき

◆単独処理浄化槽の撤去費加算（D）

    
合
併
処
理
浄
化
槽
を

  
設
置
す
る
人
に

  

補
助
金
が
あ
り
ま
す環

境
に
や
さ
し
い
し

う
ち
も
す
る
か
ー

補助金の加算は平成 27年度
までの予定です！

くみ取り式トイレの世帯や、し尿のみを処理する単
独処理浄化槽を設置している世帯で、下表の「加算
の条件」に該当する場合は、補助金を加算します。
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水
銀
フ
リ
ー
社
会
の
実
現
へ

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

お
や
お
や
、チ
ャ
リ
ぞ
〜
と
茶
の
み

友
達
の「
幸
蔵
じ
ぃ
」が
、な
に
や
ら
縁

側
で
話
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　

チ
ャ
リ
ぞ
〜
：
い
ま
で
は
す
っ

　
　
　

か
り
お
な
じ
み
の
資
源
ご
み
の

分
別
収
集
だ
け
ど
、そ
の
な
か
に「
乾
電

池
類
」や「
蛍
光
管
・
電
球
類
」が
あ
る
の

は
幸
蔵
じ
ぃ
知
っ
て
い
る
？　

最
近
、熊

本
市
な
ど
で
、新
た
に
蛍
光
ラ
ン
プ
や

体
温
計
、血
圧
計
な
ど
の
分
別
回
収
を

始
め
た
ん
だ
っ
て
！ 

　
　
　

幸
蔵
じ
ぃ
：
水
俣
で
は
分
別
収

　
　
　

集
が
始
ま
っ
た
20
年
前
か
ら
き

ち
ん
と
分
け
て
い
る
ん
じ
ゃ
よ
。

　
　
　

チ
ャ
：
さ
っ
す
が
、環
境
首
都

　
　
　

水
俣
！　

ぬ
か
り
な
い
ね
☆

　
　
　

じ
ぃ
：
と
こ
ろ
で
2
0
1
3
年

　
　
　

に「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」

が
採
択
さ
れ
た
の
は
知
っ
て
い
る
か

な
？　

こ
の
条
約
は
、水
銀
を
適
正
に

管
理
す
る
こ
と
で
健
康
や
環
境
を
守
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
な
ん
じ
ゃ
。水
銀

は
、常
温
で
液
体
で
あ
る
こ
と
、金
属
と

合
金
を
作
り
や
す
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
使
わ
れ

て
き
た
ん
じ
ゃ
。一
方
で
、水
銀
が
体
内

に
取
り
込
ま
れ
る
と
、い
ろ
い
ろ
な
中

毒
症
状
が
現
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
険

性
が
あ
っ
て
、水
俣
病
の
原
因
に
も
な
っ

た
食
物
連
鎖
に
よ
る
生
物
濃
縮
な
ど
も

心
配
さ
れ
て
い
る
。だ
か
ら
水
銀
は
慎

重
に
扱
う
こ
と
が
大
切
な
ん
じ
ゃ
よ
。

　
　
　

チ
ャ
：
条
約
の
採
択
後
は
ど
ん

　
　
　

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

　
　
　

じ
ぃ
：
県
は
、水
銀
が
含
ま
れ

　
　
　

る
製
品
を
で
き
る
限
り
使
わ
な

い
よ
う
に
し
た
り
、使
用
済
み
の
製
品

を
適
正
に
廃
棄
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

最
終
的
に
水
銀
が
使
わ
れ
な
く
な
る

「
水
銀
フ
リ
ー
社
会
」を
目
指
し
て
い
る

ん
じ
ゃ
。そ
の
た
め
に
、水
銀
が
含
ま
れ

る
蛍
光
灯
な
ど
を
回
収
し
て
適
正
に
処

理
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
よ
。

　
　
　

チ
ャ
：
な
る
ほ
ど
な
ぁ
。蛍
光

　
　
　

管
や
水
銀
体
温
計
は
割
ら
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て「
蛍
光
管
・
電
球

類
」に
出
さ
な
く
っ
ち
ゃ
！　

ボ
タ
ン

電
池
も
分
別
し
て
出
そ
う
ね
☆

※チャリぞ～は「環境のまちづくり」
   　のイメージキャラクターです。⑯

チヤ
リ
ぞ
〜
の

み
な
ま
た
探
検

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
６
１
・
１

６
１
２

「みなまた経済通信」は、地場企業をいろいろな支援制度で応援して紹介するコーナーです。

経
済
を
支
え
る
地
場
企
業
の
元
気
は
、
水
俣
の
元
気
に

つ
な
が
り
ま
す
。
水
俣
市
地
場
企
業
新
産
業
雇
用
創
出

促
進
補
助
金
を
活
用
し
た
水
俣
企
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

水
俣
で　

年　

河
村
電
器
産
業
㈱

地
域
と
共
に
歩
み
続
け
る
工
場

　

昭
和
53
年
４
月
、水
俣
川
を
見
下
ろ

す
桜
ケ
丘
に
、河
村
電
器
産
業
㈱
の
水

俣
工
場（
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
・
分
電
盤
等
製

造
）が
立
地
し
ま
し
た
。当
時
は
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
に
あ
る
中
、こ

の
工
場
の
進
出
は
、水
俣
の
明
る
い
ニ

ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、35
年
と
い
う
年
月
の
中

で
、大
き
く
４
回
の
設
備
改
修
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。し
か
し
、特
に
塗
装
設

備
は
最
近
の
塗
装
品
質
の
ニ
ー
ズ
や

生
産
量
に
応
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

●
工
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
１
年

　
「
魅
せ
る
工
場
、魅
せ
る
品
質
」へ
進
化

　

そ
こ
で
昨
年
１
月
、市
の「
地
場
企

業
新
産
業
雇
用
創
出
促
進
補
助
金
」を

活
用
し
て
、塗
装
と
板
金
ラ
イ
ン
の
設

備
を
一
新
、品
質
や
生
産
性
を
向
上
さ

せ
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、新
た
な
雇
用

も
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

水
俣
工
場
の
松
永
工
場

　
　
　
　

長
は
、「
太
陽
光
発
電
設
備

　
　
　
　

市
場
の
盛
況
も
あ
り
、増
設

　
　
　
　

以
降
は
、目
標
で
あ
っ
た
三

割
増
産
を
達
成
し
て
い
ま
す
。今
後
も

品
質
に
安
心
・
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、自
信
を
持
っ
て
製
品
を
お
届
け
で

き
る
体
制
を
維
持
し
て
い
き
た
い
」と

増
設
後
の
様
子
を
話
し
ま
し
た
。

　

水
俣
工
場
は
、立
地
以
来
、地
元
採

用
に
も
力
を
入
れ
、地
元
高
校
生
も
新

規
採
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
で
の

お
祭
り
や
恋
龍
祭
へ
の
参
加
な
ど
地
域

に
貢
献
す
る
企
業
と
し
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
工
場
見
学
も
受
け
入
れ
中
で
す
！

　

水
俣
工
場
の
敷
地
に
は
、メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
や
環
境
学
習
施
設
が
あ
り
、見
学

が
で
き
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
に
も
ぜ

ひ
来
て
、見
て
も
ら
い
た
い
」と
松
永
工

場
長
。工
場
見
学
は
、河
村
電
器
産
業

㈱
水
俣
工
場（
☎
６
３
・
６
１
１
１
）へ
。

【
地
場
企
業
支
援
制
度
】

　

河
村
電
器
産
業
㈱
を
は
じ
め
、次
の
企

業
が
市
の「
地
場
企
業
新
産
業
雇
用
創
出

促
進
補
助
金
」を
活
用
し
て
工
場
な
ど
を

増
設
し
、こ
れ
ま
で
に
１
０
０
人
ほ
ど
の

雇
用
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

★
㈲
農
山
畜
産
／
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
工

　

場
の
新
設（
平
成
26
年
６
月
稼
動
）

★
新
栄
合
板
工
業
㈱
／
合
板
生
産
ラ
イ

　

ン
の
増
設（
平
成
26
年
12
月
稼
動
）

頑張ってます
水俣の企業!!

    

み
な
ま
た

経
済
通
信

 

❼

   

■
問
い
合
わ
せ　

経
済
観
光
課
☎
６

１
・
１
６
２
８

35

買い替えは、
水銀不使用
の製品へ！
水銀体温計

電子体温計

蛍光灯

LEDランプ



市
公
民
館「
市
民
教
室
」の

講
師
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
の
市
公
民
館
自
主

事
業「
市
民
教
室
」の
講
師
を
募
集

し
ま
す
。詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　

４
月
10
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　

市
公
民
館
☎

６
３
・
８
４
０
２

話
し
言
葉
を
文
字
に
変
え
る

「
要
約
筆
記
者
」養
成
講
座

　

要
約
筆
記
者
と
は
、聴
覚
障
が

い
者
、と
り
わ
け
中
途
失
聴
者
、難

聴
者
の
社
会
参
画
を
支
援
す
る
た

め
、話
し
言
葉
を
文
字
に
変
え
る

こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

支
援
を
行
う
人
の
こ
と
で
す
。

　

要
約
筆
記
者
を
目
指
し
た
い
人

は
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
14
日
㈭
〜
10
月
29

日
㈭
の
毎
週
木
曜
日（
全
21
回
）　

10
時
〜
15
時

※
８
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭
は
休
み

■
場
所　

熊
本
県
身
体
障
が
い
者

福
祉
セ
ン
タ
ー（
熊
本
市
東
区
）

■
受
講
資
格　

高
校
卒
業
以
上
の

学
力
を
有
す
る
人

■
コ
ー
ス　

①
手
書
き
、②
パ
ソ

コ
ン
の
２
コ
ー
ス

■
定
員　

各
コ
ー
ス
先
着
20
人

■
受
講
料　

無
料（
別
途
テ
キ
ス

ト
料
な
ど
約
３
千
円
程
度
必
要
）

■
申
込
方
法　

①
手
書
き
か
②
パ

ソ
コ
ン
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
締
切
日　

４
月
30
日
㈭

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
「
熊
本

県
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
セ
ン
タ

ー
」☎
０
９
６
・
３
８
３
・
５
５
９
５

農
作
業
安
全
講
座（
大
特
、

け
ん
引
）の
募
集

　

県
立
農
業
大
学
校（
合
志
市
）

が
、一
般
農
業
者
を
対
象
に
講
座

を
開
催
し
ま
す
。内
容
な
ど
、詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

①
か
②
に
該
当
す
る
人

①
県
内
に
居
住
す
る
専
業
農
家

②
県
内
に
居
住
す
る
県
内
の
農
業

　

生
産
組
織
の
構
成
員
・
従
業
員

　

な
ど

■
募
集
期
間　

４
月
６
日
㈪
〜
５

月
８
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

芦
北
地

域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課
☎

８
２
・
２
０
７
１

◎税務課
　市民税係☎ 61ー1610
　収納対策室☎ 61ー1630
　固定資産税係☎ 61ー1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61ー1611
　年金医療保険係☎ 61ー1633
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61ー1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61ー1670
　福祉推進室（障がい者支援）☎ 61ー1650
                           （子育て支援）☎ 61-1660
◎環境モデル都市推進課
　環境モデル都市推進室☎ 61-1612
　環境衛生係☎ 61ー1613
　環境クリーンセンター☎ 62ー 4101
◎健康高齢課☎ 63ー3202
◎都市政策課建築住宅係☎ 61ー1621
◎土木課道路維持係☎ 61-1625
◎下水道課☎ 61-1627
◎水道局☎ 63-2604
◎教育総務課☎ 61-1637

※その他の窓口は☎ 63-1111へ
　お尋ねください

暮
ら
し
の

　

  
情
報

募  集

第
33
回
深
水
杯
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集
！

　

大
会
当
日
は
バ
ラ
園
で
ロ
ー
ズ

フ
ェ
ス
タ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
予
定
で
す
。
試
合
の
合
間
や
終

了
後
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
思

い
ま
す
！ 

皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

■
期
日　

５
月
10
日
㈰
（
雨
天
時

は
５
月
17
日
㈰
に
延
期
）

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

■
種
目　

ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
／
ア

ド
バ
ン
ス
・
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、
女
子

／
ア
ド
バ
ン
ス
・
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・

超
ビ
ギ
ナ
ー
）

■
参
加
料　
一
般
／
１
組
４
千
円
、

高
校
生
以
下
／
１
組
２
千
円

■
申
込
締
切
日　

４
月
27
日
㈪　

17
時
必
着

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

深
水
杯

運
営
委
員
会
事
務
局
（
深
水
医

院
内
）
☎
６
３
・
６
３
９
０
（
㈪

〜
㈮　

９
時
〜
17
時
）

市
内
小
学
生
な
ら
誰
で
も
入
れ

ま
す
！ 「
二
小
野
球
倶
楽
部
」

　
「
水
俣
第
二
小
学
校
野
球
倶
楽

部
」
が
、
４
月
か
ら
本
格
的
に
ク

ラ
ブ
化
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
水

二
小
に
通
う
児
童
だ
け
が
入
部
対

象
で
し
た
が
、
水
俣
市
内
の
小
学

校
に
通
う
児
童
は
誰
で
も
入
部
で

き
ま
す
。

　

練
習
日
や
練
習
場
所
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
入
部
資
格　

水
俣
市
内
の
小
学

校
に
通
う
１
〜
６
年
生

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

大
野
☎

０
９
０
・
７
３
８
４
・
１
４
０
４

シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
で
歌
っ
て

み
ま
せ
ん
か
♪

　

平
成
27
年
度
前
期
健
康
づ
く
り

シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
ま
す
。健
康
づ
く
り
の

た
め
に
、参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
希
望
者
は
、直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

身
体
が
不
自
由
な
人
や
、軽
い

認
知
症
の
症
状
が
あ
る
人
も
歓
迎

し
ま
す
。そ
の
場
合
、家
族
の
送
迎

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
〜
10
月
の
第
２
・

４
水
曜
日　

10
時
〜
11
時
30
分

※
初
回
は
４
月
８
日
㈬

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
音
楽
室

■
対
象　

60
歳
以
上
の
人

■
参
加
料　

月
額
５
０
０
円（
楽

譜
代
、講
師
料
）

■
問
い
合
わ
せ　

も
や
い
館
☎

６
２
・
３
１
２
０

■幸せになるお財布習慣／松岡紫鳳
■運営からトラブル解決までPTAお役立ちハンドブック／田所永世
■洋七・おかんのがばい介護日記／島田洋七
■エキストラ・イニングス／松井秀喜
■明日へのタックル！／吉田沙保里
■火星に住むつもりかい？／伊坂幸太郎
■夢をまことに／山本兼一
■サーカスナイト／よしもとばなな
■おばあちゃんがおばあちゃんになった日／長野ヒデ子
■うめぼしさん／かんざわとしこ

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内 ４月特設コーナー ■
「 Ｌｅｔ's  コミュニケーション！ 」

春は出会いの季節です。ちょっとした気遣いや話し方で
好感度ＵＰ↑ コミュニケーション能力があれば大抵のこ
とはうまくいくかも！？ 人付き合いや友達関係を楽しく
するための本や “出会い ”にまつわる本を紹介します。

　  みな図書川柳
　　ことばたち 人生えらぶ 道標 
 　　　詠

よ

み人
びと

  山中多希子 さん  （21 歳・幸町）

近人気の本！最

  開館：火曜日～金曜日 ９時～ 19時 （土日祝日は17時まで）

図書館
に

いるよ！

みな図書　日本一の読書のまちづくり

　　図書館イベント 
　4/11 ㈯  10:30 ～おはなし会  13:30 ～童話教室
　4/26 ㈰  10:30 ～講談社全国訪問「おはなし隊」訪問

著者に起きた出来事やそこから感じた
ことが、自然で丁寧な文章でつづられ
ている本。「日常を深く生き抜く」とい
う著者の考えに共感して、何度も繰り
返し読む度に、心の奥に響くものがあ
ります。どことなく諸国屋本舗の空間
に合っているような気がしています。庭
の光や風を感じながら読んでほしい１
冊です。図書館にもあります！

加治屋 佑美 さん（諸国屋本舗 店長）
大事にしていること「 誠実であること 」

オススメ本

「春になったら苺を摘みに」
（新潮社）著／梨木香歩

in 諸国屋本舗オススメオススメオススメ

みなまた環境
絵本『すずこ』

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

説
明
会
を
、５
月
下
旬
に
全
国

15
都
市
で
開
催
し
ま
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
３

年
生

■
派
遣
先　

米
国
、英
国
、豪
州
、

カ
ナ
ダ
、フ
ィ
ジ
ー
、サ
イ
パ
ン
、シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、フ
ィ
リ
ピ
ン

■
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、文
化
交
流
、学
校
体
験
、

英
語
研
修
、地
域
見
学
、野
外
活
動

な
ど

■
派
遣
期
間　

７
月
23
日
㈭
〜
８

月
16
日
㈰

※
事
業
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

■
参
加
料　

26
万
〜
69
万
円　

■
申
込
締
切
日　

５
月
26
日
㈫
・

６
月
８
日
㈪

※
コ
ー
ス
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）国
際

青
少
年
研
修
協
会
☎
０
３
・
６
４

１
７
・
９
７
２
１

弓
道
体
験
教
室
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

弓
道
は
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
で
も
楽
し
め
る
競
技
で
す
。体

力
に
合
わ
せ
て
で
き
る
の
で
、健

康
管
理
に
も
有
効
で
す
。皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
12
日
㈫
〜
６
月
12

日
㈮
の
火
・
金
曜
日　

19
時
〜
21
時

■
場
所
・
申
込　

市
立
武
道
館
☎

６
２
・
１
７
１
７

※
体
験
後
、入
部
を
希
望
す
る
人

に
つ
い
て
は
、当
分
の
間
は
弓
道

協
会
の
道
具
を
使
用
で
き
ま
す
。

★
弓
道
大
会
を
応
援
し
ま
せ
ん
か

　

近
隣
か
ら
約
１
０
０
人
が
参
加

し
ま
す
。水
俣
高
校
と
芦
北
高
校

の
弓
道
ク
ラ
ブ
も
参
加
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
を
見
て
、「
お
も
し
ろ

そ
う
」「
私
に
も
で
き
そ
う
」と
弓

道
を
始
め
た
人
も
い
ま
す
。興
味

の
あ
る
人
、ぜ
ひ
応
援
に
来
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
26
日
㈰　

10
時
〜

■
場
所　

市
立
武
道
館

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
弓
道
協

会
・
小
形
☎
０
９
０
・
７
３
９
５
・

９
１
２
５

悪
質
商
法
や
詐
欺
に
注
意
！

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
防
犯
講
座

　

悪
質
商
法
、振
り
込
め
詐
欺
な

ど
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

「
自
分
は
絶
対
に
だ
ま
さ
れ
な
い
」

と
思
っ
て
い
て
も
、相
手
は
甘
い

言
葉
や
泣
き
落
と
し
な
ど
、巧
み

な
手
口
を
使
っ
て
近
づ
い
て
き
ま

す
。被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
知

識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。参
加

は
無
料
で
す
。

■
日
時　

４
月
９
日
㈭　

13
時
30

分
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

15
人
程
度（
要
申
込
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
８
４
・
９
９
０
９

市
天
然
記
念
物

茂
川
ヤ
マ
ナ
シ
の
花
見
ま
つ
り

　

美
し
い
ヤ
マ
ナ
シ
の
花
を
見
に

き
ま
せ
ん
か
？

　

お
に
ぎ
り
、豚
汁
、し
し
汁
、踊

り
な
ど
で
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
５
日
㈰　

11
時
30

分
〜
２
時
間
程
度

■
場
所　

茂
川
公
園（
長
崎
地
区
）

※
雨
天
時
は
茂
川
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ　

山
口
☎
６
８
・

０
４
４
６

第
16
回 

熊
本
県
還
暦
軟
式

野
球 

春
季「
水
俣
大
会
」

■
期
日　

４
月
11
日
㈯
〜
12
日
㈰

（
予
備
日
は
13
日
㈪
）

※
開
会
式　

11
日
㈯
９
時
30
分
〜

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣

■
問
い
合
わ
せ　

三
村
☎
６
３
・

２
２
７
５

家
庭
倫
理
講
演
会

「
生
き
ぬ
く
力
」

■
日
時　

４
月
12
日
㈰　

10
時
〜

11
時
30
分

■
場
所　

八
幡
宮
参
集
殿

■
入
場
料　

千
円

■
講
師　
（
一
社
）
倫
理
研
究
所

　

青
年
育
成
室　

次
長　

清
水
篤

　

さ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

家
庭
倫
理
の
会

水
俣
市
・
松
本
☎
０
９
０
・
５
２
８

８
・
６
６
８
７

県
環
境
セ
ン
タ
ー
５
月
開
催

の
イ
ベ
ン
ト
♪

★
万
華
鏡
を
作
ろ
う
！

　

不
要
な
ガ
ラ
ス
び
ん
を
く
だ
い

た
カ
レ
ッ
ト
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
の
芯
、
包
装
紙
な
ど
、
環
境
に

優
し
い
材
料
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
万
華
鏡
を
作
り
ま
す
。
参
加

は
無
料
で
す
。

■
日
時　

５
月
２
日
㈯　

10
時
〜

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

先
着
20
人
程
度

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
、
は
が
き
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

４
月
25
日
㈯

※
参
加
者
が
５
人
未
満
の
場
合
は
、

中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
人
形
劇

　

か
わ
い
ら
し
い
森
の
動
物
た
ち

が
登
場
す
る
人
形
劇
を
通
し
て
、

自
然
の
大
切
さ
や
友
達
を
思
う
優

し
さ
、
環
境
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
学
び
ま
す
。
入
場
は
無
料
、
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

来
場
者
に
は
、
紙
巻
き
鉛
筆
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
人
形
と
の
握
手
や

記
念
撮
影
も
で
き
ま
す
。

■
日
時　

５
月
６
日
㈬
・
㈷　

13

時
30
分
〜
14
時
50
分

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
０
０
５
５ 

明
神
町
55
番
１
号

県
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
６
２
・
２
０

０
０ 

FAX 

６
２
・
１
２
１
２ 

メ
ー

ルcenter@
kum

am
oto-eco.

jp

（
原
則
、月
曜
日
休
館
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.pref.

kum
am
oto.jp/soshiki/54/

第
５
回
東
日
本
大
震
災
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
で
き
る
事
〜

　

水
俣
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に

よ
る
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
や
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

４
月
12
日
㈰　

11
時
30

分
〜
16
時
終
了
予
定

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
ホ
ー
ル

■
総
合
司
会　

か
な
ぶ
ん
や

■
出
演　

熊
本
ロ
ッ
ク
組（
か
な

ぶ
ん
や
）、Ｎ
Ｂ
４
、矢
沢
Ｔ
吉
、ミ

ニ
・
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、グ
リ
ュ
ッ
ク
、ビ

ッ
グ
ジ
ョ
ン
テ
ン
タ
、マ
イ
ム
、ボ

ト
ム
ド
ッ
ク
ス
、ビ
ス
ト
ン
ロ
ケ
ッ

ツ
、や
う
ち
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

■
入
場
料　

無
料（
募
金
箱
設
置

／
義
援
金
と
し
て
被
災
地
へ
寄
付

し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

from
 M
IN
A

M
ATA

 project

実
行
委
員
会
／

澤
村
☎
０
９
０
・
９
５
９
２
・
１
５

３
８

講
談
社
全
国
訪
問「
お
は
な

し
隊
」が
や
っ
て
き
ま
す
！

　
「
本
と
あ
そ
ぼ
う
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
講
談
社
全
国
訪

問
お
は
な
し
隊
の
絵
本
キ
ャ
ラ
バ

ン
カ
ー
が
、
水
俣
に
や
っ
て
き
ま

す
。
市
立
図
書
館
の
「
み
な
よ
む

号
」
の
弟
分
で
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
に
は
、
す
て

き
な
お
土
産
が
あ
り
ま
す
☆ 

た

く
さ
ん
の
絵
本
と
出
会
え
る
、
楽

し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
♪

■
期
日　

４
月
26
日
㈰

■
対
象　

２
〜
８
歳
（
年
少
〜
小

学
２
年
生
）

■
場
所
・
時
間
・
内
容　

【
市
立
図
書
館
】

○
10
時
30
分
〜
11
時　

キ
ャ
ラ
バ

　

ン
カ
ー
見
学　

○
11
時
５
分
〜
11
時
35
分　

お
は

　

な
し
会

【
ブ
ッ
ク
シ
テ
ィ
一
心
堂
】

○
15
時
30
分
〜
16
時　

キ
ャ
ラ
バ

　

ン
カ
ー
見
学

○
16
時
５
分
〜
16
時
35
分　

お
は

　

な
し
会

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
☎

６
３
・
８
４
０
１
／
ブ
ッ
ク
シ
テ
ィ

一
心
堂
☎
６
８
・
９
２
６
８

催  し

■問い合わせ　防災生活課☎61-1604

平成 27年度

水俣市消防点検

●市中パレード
　  白石たばこ店（百間町）
　　　　　　～浜グラウンド
●音楽隊ドリル演奏
●展示訓練
●幼年消防隊
●放水競技 など

地元消防団の勇姿を、ぜひご覧ください！

白石たばこ店
（百間町）

田中牛乳
（旭町）

水俣駅

水光社市中パレード経路

浜
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
消
防
点
検
会
場
）

市中パレード終了後

消防点検開会
　９：１５～
浜グラウンド

会場：浜グラウンド
※雨天時は市立総合体育館で式典のみ

４/19 ㈰
市中パレード
 ８：３０～

水俣市公式Facebook
公開中です！

水俣市公式Facebook（フェイスブック）
を公開しています。
Facebookページ
　http://www.facebook.
　com/minamata.city

■問い合わせ
　総務課秘書係☎ ６１ー１６００
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城
山
の
水
俣
市
厚
生
会
館

を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

市
民
の
サ
ー
ク
ル
や
軽
ス
ポ
ー

ツ
に
利
用
で
き
ま
す
。

■
利
用
料（
１
時
間
あ
た
り
）　

○
９
時
〜
17
時
ま
で　

１
２
０
円

○
17
時
〜
22
時
ま
で　

１
５
０
円

■
休
館
日　

国
民
の
祝
日
と
12
月

29
日
〜
翌
年
１
月
３
日
ま
で

■
申
込
方
法　

福
祉
課
に
備
え
付

け
の
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

☎
６
１
・
１
６
４
０

「
ト
ー
タ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま
す

　

サ
ッ
カ
ー
を
主
軸
に
と
ら
え
な

が
ら
も
、全
て
の
運
動
に
必
要
な

動
作
の
習
得
を
指
導
の
中
に
取
り

入
れ
、「
ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
」を

考
え
た
練
習
を
行
い
ま
す
。

　

集
団
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
ル
ー
ル

や
集
団
行
動
を
学
び
、社
会
性
の

土
台
を
形
成
し
、仲
間
を
大
事
に

す
る
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。一
人

一
人
の
個
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、

ス
ポ
ー
ツ
本
来
の
楽
し
さ
を
実
感

し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

４
月
16
日
㈭
・
30
日
㈭

　

18
時
〜
19
時
30
分

※
月
２
回
、年
間
通
し
て
開
催
。５

月
以
降
は
原
則
第
１
・
３
木
曜
日

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
５
月
以
降
は
エ
コ
パ

ー
ク
水
俣
陸
上
競
技
場
）

■
対
象　

小
学
１
〜
６
年
生

■
定
員　

先
着
20
人

■
会
費　

登
録
費
／
５
０
０
円（
初

回
の
み
）、ク
ラ
ブ
加
入
費
／
年
間

２
千
円
、傷
害
保
険
／
年
間
千
円

■
指
導
者　

有
村
直
紀
さ
ん

※
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
は
各
自
で
準

備
し
、送
迎
は
保
護
者
が
責
任
を

も
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
み
な
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ（
市
立
総
合
体
育
館
南
部

館
内
）☎
６
３
・
０
９
１
１

協
会
け
ん
ぽ
熊
本
支
部
４
月

分
か
ら
保
険
料
率
を
改
定

　

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け

ん
ぽ
）熊
本
支
部
の
保
険
料
率
が
、

４
月
分（
５
月
納
付
分
）か
ら
変
わ

り
ま
す
。

　

任
意
継
続
被
保
険
者
に
つ
い
て

は
、５
月
分
の
保
険
料
か
ら
変
わ

り
ま
す
。

　

加
入
す
る
皆
さ
ん
の
医
療
と
健

康
を
支
え
る
た
め
、ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
健
康
保
険
料
率

【
現　

行
】　

１
０
・
０
７
％

【
改
定
後
】　

１
０
・
０
９
％

■
介
護
保
険
料
率

【
現　

行
】　

１
・
７
２
％　

【
改
定
後
】　

１
・
５
８
％

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人（
介

護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
）は
、健

康
保
険
料
率
と
介
護
保
険
料
率
を

合
わ
せ
て
、１
１
・
６
７
％
に
な
り

ま
す
。

※
平
成
27
年
度
の
保
険
料
率
は
、

例
年
よ
り
１
カ
月
遅
れ
の
、４
月
分

（
５
月
納
付
分
）か
ら
適
用
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

全
国
健
康
保
険

協
会
熊
本
支
部
☎
０
９
６
・
３
４
０

・
０
２
６
１

「
九
州
盲
導
犬
協
会
募
金
」ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
26
年
度
末
ま
で
に
寄
せ
ら

れ
た「
九
州
盲
導
犬
協
会
募
金
」

５
５
２
９
円
を
、（
公
財
）九
州
盲

導
犬
協
会
へ
送
金
し
ま
し
た
。

　

盲
導
犬
育
成
の
た
め
に
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
６
１
・

１
６
５
０

伝言板

自
治
会
に
よ
る
県
管
理
道
路

の
除
草
を
支
援
し
ま
す
！

　

道
路
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、

自
治
会
が
行
う
県
管
理
道
路
の
除

草
に
つ
い
て
、県
が
支
援
し
ま
す
。

　

除
草
面
積
に
応
じ
て
委
託
料
を

支
払
い
ま
す
。申
込
方
法
な
ど
、詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
事
業　

県
管
理
道
路
沿
い

の
草
刈
り
作
業

■
対
象
団
体　

自
治
会

■
申
込
締
切
日　

６
月
１
日
㈪

※
県
と
自
治
会
で
契
約
を
結
び
ま

す
。

※
申
し
込
み
の
あ
っ
た
団
体
を
対

象
に
、
草
刈
り
機
の
使
用
に
つ
い

て
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
日
時

は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

芦
北
地

域
振
興
局
維
持
管
理
調
整
課
☎
８

２
・
２
５
３
０

広
報
み
な
ま
た
５
月
１
日
号

原
稿
締
切
日
は
４
月
15
日
㈬

　

お
知
ら
せ
記
事
掲
載
依
頼
は
、

市
役
所
３
階
総
務
課
広
報
の
受
付

簿
に
記
入
し
、
原
稿
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
受
け
付
け
が
困
難
な

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

原
稿
締
切
日
を
過
ぎ
る
と
掲
載

の
お
約
束
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
原
稿
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
あ
る

場
合
は
、
メ
ー
ル
で
送
る
か
、
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
や
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載

で
き
な
い
場
合
や
、
記
事
を
割
愛

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
広
報

担
当
）
☎
６
１
・
１
６
５
５
／
FAX

６
２
・
０
６
１
１
／
メ
ー
ル

kouhoum
inam

ata1@
gm
ail.com

kouhoum
inam

ata2@
gm
ail.com

平
成
27
年
国
民
生
活
基
礎

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

国
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
お
け

る
保
健
、医
療
、福
祉
、年
金
、所
得

な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
す
る
、

「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」を
行
い

ま
す
。厚
生
労
働
省
が
毎
年
行
っ

て
い
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

国
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
明

る
く
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
の

施
策
を
企
画
立
案
す
る
た
め
に
は
、

生
活
の
実
態
を
正
し
く
知
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。調
査
の
趣
旨
を
ご

理
解
の
う
え
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
調
査
対
象　

調
査
対
象
地
域
に

認
定
さ
れ
た
各
世
帯

■
調
査
方
法　

４
月
中
旬
か
ら
、

熊
本
県
が
任
命
し
た
統
計
調
査
員

が
各
世
帯
を
訪
問
し
、調
査
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

八
代
保
健
所
総

務
企
画
課
☎
０
９
６
５
・
３
３
・
３

１
９
７

０

４/18 ㈯・ 4/19 ㈰
12時～ 18時市内商店街

今年は商店街ごとに代表店を選出し、商店街グルメのNo.１
を決める「第１回商店街グルメ総選挙」を開催します。
その他にも、「秀岳館高校雅太鼓」や「さだまさかステージ」
など、商店街ごとに各種イベントを企画しています♪ ぜひお越
しください。
※詳しくは 4月17日㈮の新聞朝刊折り込みをご覧ください。

■参加店舗・メニュー　
　○三村松月堂（あさひまち商店街）・ミートパイ
　○木村蒲鉾店（桜井町商店会）・マル秘丼
　○小さな居酒屋ここ（桜井中央商栄会）・ホルモン
　○菓子工房アルルカン（初恋通り商店会）・初恋ケーキ

■内容
　①チケット（４枚分）を購入する。
　②各代表店でチケット１枚を渡し、グルメを楽しむ。
　③本部（肥後銀行水俣支店駐車場を予定）で投票する。
　④参加賞として抽選を行う。
■チケット（４枚分）　1,000 円  ※当日は２００円増し
　★限定 300 枚！ 購入はお早めに♪
■チケット販売場所　商店街各店（当日は本部）

■問い合わせ
　商店街グルメ総選挙事務局（ＳＷＥＥＴＳ ＳＨＯＰ みむら）
　☎６３-２２７５

チケットは
限定300

枚！
　みなまた春まつりみなまた春まつり
水俣の春の風物詩

　みなまた春まつり
　　  第１回商店街グルメ総選挙

【
有
料
広
告
】

　３月に、台湾へ行ってきました。経済と人材の
交流を進めるため、台南市の南栄科技大学と包
括的連携協定を結び、台北市では、台湾と九州の
「日台産業協力架け橋プロジェクト」のセミナー
で、水俣の取り組みを講演しました。
　連携協定は、２月に締結した国水研、慶應大
学に続き、今年３件目。今回の協定は水俣が台
湾の学生の留学先に選ばれやすくするための環
境整備のひとつです。現在、南栄科技大学とは民
間の「水俣いなか学校」での交流があり、台南市
にはJNC㈱の液晶工場も進出していて、既につな
がりがあります。今回、連携協定を結んだことで、
また一歩、信頼関係が深まったと思います。
　台北市で行った講演では、300人以上の台湾
経済界の方々に、水俣の美しい自然や観光地、
環境産業に向けた政策などを紹介しました。台
湾には親日家がとても多く、日本を訪れる人は年
間221万人で、外国人訪問者数ではトップ。しかも
リピーターや家族旅行が多いそうです。台湾で水
俣の魅力をPRし、水俣で留学生を受け入れるこ
とで、海外からの観光客などの交流人口増加に
もつながると考えています。
　先日、湯の鶴温泉センターほたるの湯がリニュ
ーアルしました。本年度はアカデミー構想での水
高商業棟の整備を行います。また、水俣駅改修な
ど、お客様を受け入れる施設整備も進み、いよい
よ本市の新たなスタートを切るときが近づいてい
ます。いろいろな地域や人とつながり、今あるもの
をブラッシュアップ（磨き上げ）することで、水俣
の魅力はさらに増し、まちが輝くと考えています。

「
東とう

ほ
ん
せ
い
そ
う

奔
西
走
」は
、西
田
弘
志
市
長
の「
し
せ
い
」を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、コ
ラ
ム
で
す
。　
「
東
奔
西
走
」と
は
、東
や
西
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
駆
け
回
る
こ
と
で
す
。

とうほんせいそう

水俣市長 西田 弘志

－13－

【♪】健康維持と、エコのため
歩いて通勤しています！

東東奔西走
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或
ル
國

悲
シ
イ
コ
ト
辛
イ
コ
ト
ヲ

堆
ミ
積
ネ
テ

山
ヨ
リ
モ
高
ク

心
ヲ
ナ
セ
バ

風
ノ
音
モ

鳥
ノ
鳴
ク
声
モ

マ
ア
ナ
ン
ト
ヨ
ク
ワ
カ
ル
コ
ト
ヨ

　

脊
椎
カ
リ
エ
ス
を
患
い
な
が
ら
病
床
で
創
作
活
動
を
続
け
た
水
俣

生
ま
れ
の
詩
人
・
淵
上
毛
錢
は
、
今
年
１
月
に
生
誕
１
０
０
年
を

迎
え
ま
し
た
。
毛
錢
は
35
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な
る
ま
で
に
、
叙

情
あ
ふ
れ
る
作
品
や
水
俣
弁
の
作
品
な
ど
を
数
多
く
生
み
出
し
、
そ

れ
ら
の
作
品
は
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
誕
１
０
０
年
の
年
に
、
あ
ら
た
め
て
郷
土
の
偉
人
に
つ
い
て
知

り
、
詩
の
世
界
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

  
生
き
た
、
臥ね

た
、
書
い
た

　
　

   　
　

    
― 

水
俣
の
偉
人 

淵
上
毛
錢 

生
誕
１
０
０
年 

―

前山光則（まえやまみつのり）
昭和２２年、熊本県生まれ。八代市在住。
昭和４７年、法政大学第二文学部日本文学
科卒。『淵上毛錢 詩集』（石風社）の編者。
平成 2５年に刊行した『昭和の貌《あの頃》
を撮る』（弦書房／麦島勝＝写真、前山光
則＝文）で、第３５回熊日出版文化賞を受賞。

　若い頃、さまざまな人の作品を集めた詩集の中に毛錢の詩「死算」
を見つけ、一番おもしろいと感じました。その後、水俣の「淵上毛錢
を顕彰する会」の影響を受け、本腰を入れて毛錢について取り組み始
めました。
　毛錢と同様に、私も大病を経験しました。その頃に毛錢の「或ル國」
という詩に出合って、毛錢の詩の世界がよくわかりました。病を患い日々
を送る人にとって世界がどう見えるか。私は死を意識したとき、景色が
鮮やかに見え、小さな音もよく聞こえました。全身で世界を懐かしみ、
全身で世界に共感したんです。
　毛錢について深いところまで知らなくても、詩を読んで感じるところ
があればいい。難しく考える必要はありません。作品を読んで、その世
界になじむことが大切だと思います。

難しく考えず、
　読んで詩の世界を感じてほしい
　　　　「淵上毛錢 詩集」編者　前山光則さん

死
算

じ
つ
は

大
き
な
声
で
は
云
へ
な
い
が

過
去
の
長
さ
と

未
来
の
長
さ
と
は

同
じ
な
ん
だ

死
ん
で
ご
ら
ん

よ
く
わ
か
る
。

ぶ
ら
ん
こ

ぶ
ら
ん
こ
に

乗
つ
て

仰
向
け
に

ゆ
ら
れ
て
ゐ
る
と

オ
ル
ガ
ン
を

聞
い
て
ゐ
る
や
う
だ

明
日
も
オ
ル
ガ
ン
に

乗
つ
て

あ
の

雲
に
逢
は
ふ

病床の淵上毛錢（昭和16年初冬）
写真：市立図書館蔵

野
原

つ
ま
ら
な
い
か
ら

野
原
に
来
て
見
た

ど
う
し
て

つ
ま
ら
な
い
ん
だ
と

つ
ま
ら
な
い
を

帽
子
に
で
も
入
れ
て

あ
の
美
し
い

雲
に

ぶ
ら
下
げ
て
み
た
ら

雲
は

お
ど
ろ
く
だ
ら
う

そ
こ
で

お
ー
い
何
つ
ち
へ
行
く
ん
だ
と

叫
ん
で
み
た
ら

な
ん
だ
か

た
の
し
く
な
つ
て
き
た

無
門

風
は
、

き
ら
ひ
と
い
ふ
も
の
が

な
い
の
だ
ら
う
。

道
も

持
つ
て
ゐ
な
い
く
せ
に
、

何
処
へ
で
も
行
き
、

な
ん
に
で
も
触
れ
て
。

行
つ
て
し
ま
つ
た
あ
と
は
、

月
が
さ
し
た
り
、

雨
が
降
つ
た
り
、

人
間
が
泣
い
た
り
す
る
。

風
は
な
に
や
ら

ぽ
か
ん
と
し
た
、

痩
せ
つ
ぽ
ち
の

僕
な
ん
か
を
、

知
り
も
し
ま
い
。

花
が
散
つ
て
、

垣
の
外
で
は
こ
ど
も
が
、

あ
ん
た
が
家
は
何
処
さ
、

肥
後
さ
、

肥
後
の
何
処
さ
と
、

う
た
つ
て
ゐ
た
。

春
の
汽
車

春
の
汽
車
は
お
そ
い
ほ
う
が
い
い
。

河が
ら
つ
ぱ童

河
童
が
お
る
ち　

う
そ
じ
や
ろ
な
い

お
ら
じ
や
ま　

お
つ
と
た
い

去
年
も
誰だ
つ

て
ろ
さ
ん
が

が
ら
つ
ぱ
に
尻
か
か
じ
ら
れ
て

う
ん
ぶ
く
れ
た
が
ね

　

が
ら
つ
ぱ
に
皿
の　

あ
る
ち
ゆ
う
が

　

ほ
ん
（
本
当
）
じ
や
ろ
か　

ほ
ん
た
い

　

わ
ら
び
野
の
健
三
ど
ん
な　

い
つ
じ
や
い
ろ

　

が
ら
つ
ぱ
の
皿
ば

　

拾
た
ち
ぞ

が
ら
つ
ぱ　

が
ら
つ
ぱ　

聞
こ
え
ん
と
か

あ
ん
た
の
皿
ば　

く
れ
ん
か
な

た
つ
た
一
枚
で　

よ
か
つ
じ
や
が

く
る
れ
ば
来
年
か
ら
は

石
し
や
く
ら
せ
ん

と
ほ
せ
ん
ぼ

こ
こ
ん
橋
ば　

通
つ
と
き
や

俺
云
う
て
通
れ

そ
つ
で
な
か
ら
ん
ば

通
ら
せ
ん　

通
ら
せ
ん

そ
げ
ん　

云
わ
ん
ち
よ
か
ろ
う
が
な
い

ネ
ツ
ケ
ば　

か
ま
す
で　

通
ら
せ
ろ

ネ
ツ
ケ
じ
や　

嫌
ち
や

好
か
ん
と
か
い

フ
ン　

お
か
し
ゆ
う
し
て　

の
さ
ん

主　

こ
と
わ
ら
ん
ち　

ど
げ
ん
あ
ろ
ん

主
が　

通
ら
せ
ん
ち

な
ん
た
ろ
ん　

な
ん
た
ろ
ん　

ま

こ
げ
ん　

橋
し
や

ス
ツ
ケ
ン
ギ
ヨ
ー
で　

き
や
ー
渡
れ

ス
ツ
ケ
ン
ギ
ヨ
ー
で　

き
や
ー
渡
れ
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生
き
た
、
臥
た
、
書
い
た

　

― 

水
俣
の
偉
人 

淵
上
毛
錢

                               

生
誕
１
０
０
年 

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終
わ
り

　
　
　
　
　
　
■
参
考
文
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
山
光
則
編
『
淵
上
毛
錢 

詩
集
』

毛錢の詩の素晴らしさを伝えたい
　　　　　　　　　水俣市教育長　吉本哲裕

　淵上毛錢は３５歳の若さで亡くなるまで、数々の詩を生み出し、詩壇に
新しい風を吹きこみました。毛錢のペンネームは、尊敬していた日本画家・
小川芋

うせ ん

錢にちなみ、一毛錢の謙虚な気持ち、病気と戦争はもうせん（もう
しない）という願いを込めたものだといわれています。
　本市では生誕１００年を契機に、「淵上毛錢を顕彰する会」と連携して、
毛錢にちなんだイベントを計画しています。毛錢の詩の世界の素晴らしさ
を市民の皆さんに伝え、その功績を顕彰していくことを忘れてはならない
と思います。この機会に市民の皆さんが毛錢の詩に触れ感じていただき、
より一層関心を持っていただくことを願っています。

大
正
４
年
・
出
生

　

１
月
13
日
、
芦
北
郡
水
俣
町
陳
内

　
（
現
在
の
水
俣
市
陣
内
）で
生
ま
れ
、

　

喬た
か
しと
命
名
さ
れ
る
。
わ
ん
ぱ
く
で
、

　

母
親
を
困
ら
せ
る
よ
う
な
悪
童
で

　

も
あ
っ
た
。

大
正
10
年
・
６
歳

　

小
学
校
に
入
学
。
音
楽
を
好
み
、
特

　

に
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
名
手
で
も
あ
っ
た
。

昭
和
３
年
・
13
歳

　

熊
本
市
の
中
学
校
に
入
学
。
悪
童

　

ぶ
り
は
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
。

昭
和
４
年
・
14
歳

　

東
京
の
中
学
校
へ
転
校
す
る
が
音

　

楽
に
ば
か
り
興
味
が
あ
り
、
チ
ェ

　

ロ
の
演
奏
に
没
頭
し
て
学
業
は
怠

　

り
が
ち
。

昭
和
６
年
・
16
歳

　

放
浪
の
詩
人
・
山や
ま
の
ぐ
ち
ば
く

之
口
貘
を
知
る
。

　

中
学
校
は
、
と
う
と
う
退
学
。

昭
和
７
年
・
17
歳

　

音
楽
学
校
に
入
学
。
バ
ン
ド
に
加

　

わ
っ
て
チ
ェ
ロ
を
弾
い
た
り
、
新

　

聞
配
達
、
ト
ラ
ッ
ク
の
助
手
、
寄

　

席
の
下
足
番
な
ど
を
し
て
そ
の
日

　

そ
の
日
を
凌し
の

い
で
い
た
。

昭
和
10
年
・
20
歳　

　

徴
兵
検
査
の
た
め
水
俣
に
呼
び
戻

　

さ
れ
て
間
も
な
く
、
結
核
性
股
関

　

節
炎
（
カ
リ
エ
ス
）
を
発
症
。
歩

　

く
こ
と
も
困
難
に
。
当
時
は
不
治

　

の
病
で
、
死
の
宣
告
を
さ
れ
た
よ

　

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
13
年
・
23
歳

　

寝
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
る
。

昭
和
14
年
・
24
歳

　

周
囲
の
勧
め
も
あ
り
詩
や
俳
句
を

　

書
い
て
い
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
そ
の

　

詩
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
18
年
・
28
歳

　

詩
集『
誕
生
』を
刊
行
。
そ
の
後
も
、

　
『
痩そ
う
こ
ん
ぞ
う
が
ん

魂
象
嵌
』『
月つ
き
よ
し
ゅ
も
く

夜
撞
木
』
な
ど

　

を
刊
行
。

昭
和
21
年
・
31
歳

　

水
俣
青
年
文
化
会
議
を
組
織
し
、
音

　

楽
会
や
演
劇
、
弁
論
大
会
な
ど
を

　

主
催
。
故
郷
の
た
め
に
尽
力
し
た
。

昭
和
22
年
・
32
歳

　
『
淵
上
毛
錢 

詩
集
』
を
刊
行
。

昭
和
25
年
・
35
歳

　

病
気
が
悪
化
し
、
３
月
９
日
に
息

　

き
を
引
き
と
っ
た
。
葬
儀
は
市
公

　

会
堂
で
、
水
俣
市
の
文
化
葬
と
し

　

て
執
り
行
わ
れ
た
。

【
没
後
】

昭
和
27
年

　

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
放
送
局
が
毛
錢

　

の
詩
「
寝
姿
」「
柱
時
計
」
な
ど
６

　

編
を
放
送
。

平
成
11
年
度

　

熊
本
県
近
代
文
化
功
労
者
に
選
ば

　

れ
た
。

平
成
24
年　

　

全
日
本
合
唱
連
盟
主
催
の
合
唱
コ

　

ン
ク
ー
ル
課
題
曲
に
、
毛
錢
の
詩

　
「
無
門
」
が
選
ば
れ
た
。

　「病の床に１５年、死を見すえつつ、生のみずみずしさをうたう」と
評される素晴らしい詩人・淵上毛錢。その詩を多くの人に知ってほし
いという願いを持った人が集まり、毛錢の５０回忌を前にした平成１０
年に「淵上毛錢を顕彰する会」が発足しました。
　これまで、「淵上毛錢の世界」と題した詩の朗読や、講演などを開催。
その後、県内の小中高生から自作の詩を募集し表彰する「淵上毛錢賞」
を１１年間主催しました。年１回の講演会は今も開催しています。
　「淵上毛錢生誕 100 年」の今年は、現在「淵上毛錢・出前講座」
を実施中です。今後、「淵上毛錢講演会」「淵上毛錢詩の合唱祭」も
実施する予定です。これからも多くの皆さんに毛錢を知ってもらえる
よう、さまざまな活動を行っていきます。

毛錢を多くの人に知ってほしい
　　「淵上毛錢を顕彰する会」　会長　池田晃章

再
生

野
菊
が
あ
た
り
ま
へ
に
咲
い
て
ゐ
る

原
つ
ぱ
だ
が
牛
も
ゐ
な
い

寝
こ
ろ
ん
で
み
る

風
が
少
し
あ
る
の
で

野
菊
が
ふ
る
へ
て
ゐ
る

背
中
が
冷
め
た
い

ど
く
ど
く
と
地
球
の
脈
が
す
る

嘘
の
な
い
お
陽
さ
ま
が

僕
を
溶
か
し
て
し
ま
ひ
さ
う
だ

な
に
も
か
も
が
僕
の
心
を
き
い
て
ゐ
る

野
菊
は
咲
い
て
ゐ
る
し

こ
こ
に
こ
の
ま
ま
埋
ま
つ
て
し
ま
ひ

来
年
の
野
菊
に
は

僕
が
ひ
い
ら
い
た
ひ
ら
い
た

寝
姿

流
れ
に
は　

奥
山
の
雪
が
に
ほ
ひ

ゆ
ふ
べ
の
石
に　

魚
は
眠
り

ま
つ
暗
い
な
か
に

鉄
橋
だ
け
は　

待
つ
て
ゐ
た

や
が
て　

夜
行
列
車
の
窓
か
ら

た
ら
た
ら
と　

蜜
柑
の

し
ぼ
り
汁
の
や
う
な
灯
が

魚
の
寝
姿
の
う
へ
に

宝
石
の
頸
飾
り
と
な
つ
て
落
ち
た

魚
は　

眠
か
つ
た
が

も
う
い
ち
ど　

ゆ
つ
く
り

寝
床
を
か
へ
て
み
た

頸
飾
り
は
す
ぐ
消
え
た

淵
上
毛
錢 

詩
碑

　

市
内
に
は
、
淵
上
毛
錢
の
詩
碑
が
２
カ
所
あ
り
ま
す
。
刻
ま
れ

て
い
る
詩
は
、「
寝
姿
」
と
「
再
生
」
で
す
。

　

毛
錢
は
詩
に
つ
い
て
、「
詩
の
神
様
と
詩
人
の
私
語
」
と
話
し
て

い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
様
と
の
会
話
な
の
で
、
厳
密
に
言
葉

を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
必
ず
通
じ
る
言
葉
で
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

実
際
、
毛
錢
の
詩
に
難
し
い
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
出
て
き
ま
せ
ん
。

方
言
以
外
は
、
調
べ
な
く
て
も
わ
か
る
言
葉
ば
か
り
で
す
。

【写真・右】
「寝姿」の詩碑／旧水三中グラウンド
近く、湯出川踏切横

【写真・左】
「再生」の詩碑／観光物産館まつぼっ
くり前、エコパーク水俣バラ園入り口

【写真・右上】　出前講座の様子（3/9・陣内の陳ノ内公民館）。講座は１回50分程度、
要予約。詳しくは同会事務局・萩嶺（東福寺）☎63-3302
【写真・右下】　顕彰する会が開催した墓前祭。毛錢の詩「ぶらんこ」に曲をつけ
た歌を、地元声楽サークル「歌う会」が合唱。

淵
上
毛
錢 

略
年
譜
（
年
齢
は
満
年
齢
）

　

生
と
死
を
ま
っ
す
ぐ
に
、
そ
し
て
鋭
く
見
つ
め

た
詩
人
・
淵
上
毛
錢
。
わ
ら
び
野
の
丘
に
建
て

ら
れ
た
墓
に
は
、本
人
の
遺
志
に
よ
り
「
生
き
た
、

臥
た
、
書
い
た
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

毛
錢
の
詩
は
時
を
越
え
て
、
命
の
尊
さ
、
生

き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
今
を
生
き
る
人
々

に
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

柱
時
計

ぼ
く
が

死
ん
で
か
ら
で
も

十
二
時
が
き
た
ら　

十
二

鳴
る
の
か
い

苦
労
す
る
な
あ

ま
あ
い
い
や

し
つ
か
り
鳴
つ
て

お
く
れ

わらび野にある淵上毛錢の墓
石の裏には、「生きた、臥た、
書いた」と刻まれています ▶
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※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
時
は
☎
６
２
・
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
６
３
・
１
１
１
１
へ
。

広
報
み
な
ま
た
　
2015年（

平
成
27年

）
 ４
月
１
日
号

♥
 編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
　
〒
867ー

8555　
熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
ー
１
ー
１
　
☎
0966ー

61ー
1655　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp/

★
印
刷
　
㈲
あ
す
な
ろ
印
刷

ひと

人が
い

行きかい、ぬくもりと
かつりょく

活力ある「
かんきょう

環境モデル
と   し

都市みなまた」

水
俣
に
こ
の　
　
　
　

あ
り　
　

85

人人

　

桜
は
、日
本
人
が
最
も
好
む
花
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。春
は
出
会
い
と
別
れ
が
多
い
季
節
。そ

の
人
生
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
桜
が
人
々
の
心

に
刻
ま
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
２
年
に
、「
日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０

選
」に
選
ば
れ
た
水
俣
市
チ
ェ
リ
ー
ラ
イ
ン
。湯

の
児
か
ら
中
尾
山
方
面
に
つ
な
が
る
桜
並
木
の

総
称
で
す
。そ
の
保
護
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
う
の
が「
水
俣
桜
守
会
」の
皆
さ
ん
。60
〜
80

代
の
会
員
約
35
人
の
中
で
、会
長
を
務
め
る
の

が
、石
牟
禮
智
さ
ん（
81
歳
）で
す
。

　

桜
守
会
の
活
動
は
、年
６
回
程
度
。油
か
す

な
ど
の
肥
料
や
り
や
害
虫
駆
除
、桜
の
幹
か
ら

吹
く
芽
や
不
要
枝
な
ど
を
切
る
作
業
が
主
な

仕
事
で
す
。樹
木
医
の
会
員
を
講
師
に
、桜
の
特

性
や
病
害
虫
、管
理
の
方
法
も
学
び
ま
す
。

　

市
内
の
桜
並
木
の
ほ
と
ん
ど
が
樹
齢
60
年
を

超
え
る
、い
わ
ゆ
る「
老
木
」。そ
の
う
え
、台
風

や
シ
ロ
ア
リ
な
ど
の
被
害
で
ず
い
ぶ
ん
痛
ん
で

い
る
そ
う
で
す
。石
牟
禮
さ
ん
は
、「
一
人
で
は

微
力
で
も
、桜
守
会
で
継
続
的
な
手
入
れ
が
で

き
る
の
が
強
み
。市
民
か
ら
、『
き
れ
い
に
咲
い

た
ね
』と
声
を
か
け
て
も
ら
う
だ
け
で
、本
当
に

う
れ
し
い
ん
で
す
」と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

「
桜
は
水
俣
市
の
木
。老
木
を
ど
う
す
る
か
、市

民
全
体
で
考
え
る
時
期
が
来
て
い
ま
す
。開
花

時
期
が
違
う
桜
を
植
え
た
ら
、長
い
期
間
、桜
が

楽
し
め
る
。そ
う
考
え
る
と
楽
し
く
な
り
ま
す
」

　

一
昨
年
、自
分
た
ち
で
も
桜
を
―
と
、地
域
の

有
志
約
10
人
で
苗
木
約
30
本
を
購
入
。河
村
電

器
産
業
㈱
の
協
力
で
、市
道
桜
ケ
丘
大
戸
迫
線

沿
い
に
植
樹
し
ま
し
た
。「
自
分
た
ち
は
、こ
の
桜

の
見
事
な
姿
は
見
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。で

も
、子
や
孫
が『
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
が
植
え
た
桜
』

と
し
て
楽
し
め
れ
ば
」と
、目
を
細
め
ま
し
た
。

「
水
俣
に
こ
の
人
あ
り
」で
は
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
い
ま
す

水
俣
桜
守
会 

会
長　

石
牟
禮  

智 

さ
ん

Vol.

花 智

編 

集 

後 

記

▼
淵
上
毛
錢
の
ペ
ー
ジ
は
、た
く
さ
ん
の
人
の
支

え
で
完
成
し
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。シ
ン
プ
ル
す
ぎ
る
か
な
と
思
い
、

春
ら
し
い
写
真
を
入
れ
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た

が
、や
め
ま
し
た
。毛
錢
の
詩
を
初
め
て
読
む
人

も
い
る
は
ず
な
の
で
、私
が
勝
手
な
イ
メ
ー
ジ
を

つ
け
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。毛
錢

の
詩
を
読
ん
で
、皆
さ
ん
の
心
に
は
ど
ん
な
風
景

が
浮
か
び
ま
し
た
か
？
▼
人
の
動
き
や
状
況
の

変
化
が
め
ま
ぐ
る
し
い
季
節
。春
の
陽
気
の
よ
う

に
、穏
や
か
な
心
で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

▼
桜
が
咲
き
そ
う
で
咲
か
な
い
。や
き
も
き
し
な

が
ら
過
ご
す
日
々
で
し
た
。印
刷
所
の
締
め
切

り
を
翌
日
に
延
ば
し
て
い
た
だ
き
な
ん
と
か
表

紙
も
間
に
合
い
ま
し
た
。い
つ
も
夜
遅
く
ま
で
原

稿
を
待
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
▼
桜
は
な

ん
と
も
い
え
な
い
風
情
が
あ
っ
て
、言
葉
に
で
き

な
い
切
な
さ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の
号
が

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
花
吹
雪
が
き

れ
い
で
し
ょ
う
ね
。い
つ
か
、散
り
際
の
瞬
間
を

自
分
な
り
に
写
真
に
写
し
と
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。さ
ぁ
、い
よ
い
よ
春
も
本
番
で
す
。

※桜が好きで活動に参加できる人を募集中です。若い人も大歓迎！ 一緒に水俣の桜を守りましょう。問い合わせは、石牟禮☎６３・０５５２

水俣桜守会・会長

石牟禮 智 さん（桜ケ丘）
    い   し   む   れ   　   さとし

さくらもり

自慢のペットを大募集 !
 写真（返却不可）に、住所・飼い主＆ペットの名前・電話番号・性別・コメントを添えて
〒867-8555 （住所記載不要） 水俣市総務課まで。写真データの持ち込みもＯＫです！　

 家族自慢
ウチのペ ッ ト

田中さん家の  

 しろ 
ち

（♂・湯出）
くん わけあって、田中のお母さんと

離れて新しい家族と暮らすことに
なりました。田中のお母さん、今ま
で育ててくれてありがとう！
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